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「鏡、見える？」

「……はい……見えます……」

「何が見える？」

「……健斗けんとさんと私が……セ……セックスしてるところが……ぁんっ！」

　オープン間近のヘアサロンのスタイリングチェアの上で、真由まゆは大きく脚を開き、自分にのしかかっている健斗の背中に縋りついている。

　前面にある大型の三面鏡には、二人の痴態が余すところなく映し出されているのだ。

　この椅子の上で、もう何度健斗に抱かれただろうか。

「真由の中、すごくいやらしいね。僕のものに吸いついてしゃぶってるよ……。ほら、こんなふうに――」

　健斗は真由の指を自分の口元に引き寄せると、ちゅぷちゅぷと音を立ててそれを吸い始める。

「そ……そんなこと……してないっ……あ、あああっ！」

　口では否定している真由だけれど、本当はわかっていた。

　自分の内奥が、健斗の屹立の動きに合わせて、ひくひくと戦慄いていることに。

「嘘はいけないな、真由……」

　健斗の舌が、真由の指の腹をぺろりと舐め上げる。そして、掌の膨らみを軽く甘噛みしてきた。

「……ち、違っ……ぁ……あ、ああんっ！」

　健斗の腰の抽送が、一層激しくなる。

「違う？　どこが違うんだ？　こんなにも、ここを硬くしているくせに――」

　真由の腫れた花芽を、健斗が指で摘まみ上げた。包皮を剥かれ、露出した花芯を爪の先で緩く引っかかれる。

「ひんっ！　……ぃゃああああんっ！」

　背中が激しく反り、目の前が白くぼやけた。そうされただけで軽く達してしまい、全身が小刻みに痙攣する。

「イった？　真由は本当に感じやすいね……。あとで真由が一番感じやすいところを、たっぷりと舐めてあげるよ。その前に、僕のものをしゃぶりたい？　それともあとにする？　僕はどっちでもいいよ」

　健斗の舌が、真由の唇の中に滑り込んだ。

　硬く膨らませたそれは、まるで小さな屹立のように真由の口の中を満たし、蠢うごめき出す。

　真由は健斗の質問に答える代わりに、うっとりと目を閉じて彼の舌にきつく吸いつくのだった。

















第一章　出会いは偶発的に












　大通りに面したオープンカフェの一角で、浅香あさか真由は一人がっくりと肩を落とす。

　テーブルの上には、冷めた紅茶とパンケーキが手つかずのまま残っている。

（あーあ……また振られちゃった……）

　自嘲気味なため息を吐くと、真由はスマートフォンの画面をタップして日付と時刻を表示させた。

　六月第三週の土曜日、時間は午後二時十分すぎ。

　今からほんの十分前、真由は一つ年上の彼氏に別れを告げられたばかりだ。

　なんとなく、そんな話をされるのではないかと予想はしていた。

　案の定、彼は待ち合わせ場所に来て早々に別れ話を持ち出し、ものの十分で席を立って店を出てしまったのだ。

（別にいいけど……。もう慣れっこになっちゃってるし……。だけど、せめてもっと人目につかない場所を指定してくれたらよかったのに……）

　やたらと時間を気にしていたが、きっと今頃は新しい彼女と連れ立ってウィンドウショッピングでもしているのだろう。

（何もかもうまくいかないなぁ……）

　今年の夏で二十五歳になる真由は、現在大手保険会社「エターナルライフ生命」の受付嬢をしている。受付といっても、そこの正社員ではなく、長期契約の派遣社員にすぎない。

　大学卒業後、新卒で中堅の不動産会社に就職することができたものの、一年と経たず他社に吸収合併されることが決まり、リストラ要員にされてしまった。

　仕事ができなかったわけではない。しかし、いかんせん勤続年数が短すぎた。上にアピールするセールスポイントがあるわけではなし、ただ若いだけで残留できるほど会社は甘くなかったのだ。

　見た目は決して悪くはない。

　ちんまりとした目鼻立ちは和風美人と言えなくもないし、ボリュームはないけれどスタイルだってそこそこいいと思う。

　今の職業柄、常に笑顔を絶やさないようにしているし、誰に対しても穏やかで礼儀正しく接することを心掛けている。性格はまじめだし、気配りもばっちり。

　そのせいか、社内ではすこぶる評判がよく、一部の男性社員の間では「お嫁さん候補ナンバーワン」と言われていると聞く。

　けれど、ただそれだけ――。

　付き合おうと言われたことは数あれど、誰一人長続きしない。

　歴代の彼氏曰く、その原因はどうやら自分にあるらしい。

　一見して良妻賢母になりそうな真由だけれど、いざ付き合ってみると「ことごとく期待外れ」で「つまらない女」だった、と――。

　下町にある実家暮らしの真由は、いわゆる箱入り娘だ。

　生まれてこの方一人暮らしをしたことがなく、門限は午後九時。基本的に仕事以外の例外は認められず、どうしてもという時は事前申請が要る。遊びに行く時は行き先とメンバーを確認されるし、男性が混じる場合はさらに詳しい人物説明が必須だ。

　同居家族は、両親のほかに曾祖母と祖父母。

　下に弟がいるが、今は勤務先の近くにアパートを借りて一人暮らしをしている。実家は代々床屋を営んでおり、真由を除く全員が理容師だ。

　屋号は「みどり理容店」。曾祖母はすでに引退しているが、両親祖父母ともに現役で、それぞれに固定客がついており経営状態は常に安定している。

　真由の髪の毛は当然自宅カットで、ヘアスタイルは小さい頃から肩までのミディアムストレートと決まっている。ヘアカラーは禁止だし、パーマをかけるのもダメ。許可されているのはせいぜいヘアアイロンでウェーブをつけることぐらいだが、物心ついた頃からそうであるせいか、真由はさほど不満に思っているわけではない。

　真由の家は、祖父が絶対的権力を握っている。昔気質の祖父は、孫の真由を常に監視下に置き、徹底した品行方正女子に育て上げた。

　彼氏は作ってもいいが、婚前交渉などもってのほか。

　女たるもの、将来夫となる人以外に隙を見せてはならず、常に一定の距離を置いて接するもの。

　親族以外の男は基本オオカミであり、むやみに信用してはならない危険な存在である。

　祖父の教えは、真由の恋愛や男性に対する考えの基礎になった。

　そのせいで、男性に言い寄られて付き合うことになっても、ほんの少しのスキンシップもできない。

　キスはおろか手を握られそうになっただけで過剰なほど拒否反応を示してしまう。

　このままでは結婚はおろか、まともに男性と付き合えないまま一生を終えるのではないだろうか――。

　そう思った真由は、ある時を境に自分の人生から祖父の教えを排除する決心をする。

「付き合おう」と言われれば、よほどのことがない限り申し出を受け入れ、どうにか時間をやりくりしてデートを重ねてきた。

　そうしているうち、徐々に男性にも慣れて普通に接することができるようになるかもしれないと思ったのだ。

　むろん、付き合う以上その人のことを理解して好きになるよう努力したつもりだ。

　しかし、気軽に触れることもできない、会話も弾まない彼女と誰が付き合いを続けたがるだろう？　隣でニコニコと微笑んではいるが、よく見ればその笑顔は常に引きつっている。そんな状態でするデートなど、楽しいはずがなかった。結果、付き合い始めてもすべて二カ月も経たないうちに別れを告げられる、ということを繰り返している。

（わかってる……。自分がいかに「ことごとく期待外れ」で「つまらない女」なのか……）

　今まで、何度となく同じような別れの言葉を聞かされてきた。

　彼らは、口をそろえて真由に言う。

『真由ちゃんといても、ぜんぜん楽しくない』

『二人でいても、一緒にいるって感じがしない』

『一緒にいればいるほど、好きじゃなくなってしまった』

『俺たち、そもそも本当には付き合えてなかったよね』

　歴代の彼氏から投げかけられた言葉は、真由の心の奥底に澱となって溜まり続けている。

　それが今、最新の別れによって攪拌かくはんされた。

　苦い思い出のひとつひとつが、小さな嵐となって真由の脳内を駆け巡っている。それはやがて台風並みの激しさを持って真由の心をもズタズタに切り裂き始めた。

　待ちの喧騒は、もはや耳に入ってこない。

　聞こえてくるのは、思い出したくもない元カレたちの捨て台詞ばかりだ。

「な……情けない……」

　無意識にそう呟くと同時に、真由の目から大粒の涙が溢れ出した。膝に置いた手の上に零れ落ちた涙が溜まっていく。

　一度流れ出した涙は、容易には止まらない。

　道行くカップルたちが、真由を見て何か囁き合う。けれど、もうそれすら気にする余裕もないくらい胸が詰まっている。

「う……ううっ、ひっく……えぐ……っ。ひ……」

　我慢していたのに、ついに嗚咽が漏れてしまう。それが、はっきりとした泣き声に代わるのに、そう時間はかからなかった。

　息を吐ききっては、しゃくりあげる。目を閉じているから何も見えないし、頭の中はネガティブな言葉だらけ。

　本当は、もっと自由な気持ちで恋をしたい。

　けれど、そうしようと思ってもできないのだ。

「なんでいつもこうなの？　いつまでこんなことが続くの……」

　周りは皆リア充で人生を謳歌しているのに、気がつけば自分だけが一人ぼっち。

　このまま、いつの間にか適齢期をすぎて男性と深くかかわることなく年老いていく。

　きっとそうに決まっている。

「そんなのイヤ……！　誰とも付き合わないまま死んじゃうとか、いくらなんでも寂しすぎる！　ちゃんとまともに付き合える恋人がほしい……。私のこと、二カ月も経たないうちにポイしない、優しくて我慢強い人……どこかにいないの？　どこに行ったら会えるの？　もう、誰でもいいから私のこと本気で好きになってよ……！」

　自分では、静かに涙を流しているつもりだったし、言っていることはすべて頭の中で叫んでいるだけだと思い込んでいた。

　だけど、どうやらそうじゃなかったみたいだ。

「ちょっと、君――」

　突然話しかけられ、うつむき加減の顔にハンカチらしきものを押しつけられた。驚いて顔を横に向けるけれど、涙で視界がぼやけて間近に見える顔が歪んで見える。

「歩ける？　とにかく、ここを出よう。このまま一人ぼっちで泣き続けるわけにはいかないだろう？」

「ひ……ひとり……ぼっち……？」

　口にした言葉が、思いのほか弱った心にこたえた。

　また新たな涙が溢れ出し、顎を伝ってスカートの生地を濡らす。

「さぁ、立って。君は一人で泣いていたけど、少なくとも今はそうじゃない。僕がいるよ」

　聞こえてくる声は、優しくて柔らかい。肩を抱かれ、誘導されるままに席を立った。

「僕にしっかり掴まってて。君は足元だけ見て歩いていればいいから」

「……は……はい……」

　かろうじて、そう返事をすると、真由は導かれるままに歩を進める。もともと詳しく知っている場所でもないし、下を向いたままだと西も東もわからない。

（この人、誰……？　いったいどこへ行こうとしているんだろう……）

　多少の不安はあるものの、悪い人ではないような気がする。そうでなければ、振られて泣いている面倒くさい女にかかわろうなんて思わないだろう。

「ここ、左に曲がって」

　言われたとおりわき道にそれて、角を右に曲がる。それでもまだ道幅は広いし、大通りほどではないものの人通りも多い。

　途中、何度か鼻をかみ、新しいハンカチを手渡された。エスコートするしぐさが、とても手慣れている。

　この物腰の柔らかさは、もしかしてホストかなにか？

　いや、それにしてはギラギラした感じがしない。

　肩を抱いている手も、決してチャラい感じではなく、そっと触れているだけだ。

　歩調もゆっくりとしているから、傍から見たらデート中のカップルに見えるかもしれない。少しだけ顔を横に向けて男性のほうを窺うと、目線の位置に彼の胸元がきている。

　たぶん、身長は一八〇センチくらい。仕立てのいいジャケットに、綺麗に磨かれた革靴。身なりからして、三〇代前半といったところだろうか。

「もう少し行くと、僕の店がある。そこなら誰もいないし、メイクだって直せる」

「は……はい」

　小さく頷いて、そのまま歩き続ける。

　行きかう人々の間を泳ぐように歩けているのは、彼が今いる道に慣れているせいだろうか。

（あれっ……？　そういえば、私――）

　いつもの自分なら、男性に触れられそうになっただけで金切り声を上げているはずだ。

　それなのに今、見知らぬ男性に肩を抱かれたまま歩いている。

　今改めて意識しても、特に嫌な感じはしない。

　それどころか、むしろほっとするような安心感を抱いてしまっている。

（なんでだろう？　こんなこと、はじめて……）

　密かに動揺しているのが伝わったのか、男性が低い声で真由に話しかけてきた。

「心配しなくてもいいよ。僕は決して怪しいものじゃないし、君をこれ以上泣かすようなマネは絶対にしないから」

「……あ……はいっ……」

　心配なんかしていない――。そう伝えようとしたものの、とりあえずそれは後回しにしておく。

「あともう少しで着くよ。たぶん、あと二分くらい」

　投げかけられる言葉の端に、彼の誠実さが感じられる。

　自然と肩から力が抜けていき、気がつけばいつの間にか涙も止まっていた。

（誰だか知らないけど、すごくいい人そうでよかった……）

　どこに連れていかれるにしろ、行き先は街中にある何かの店であるらしい。

　どうせもう今日の予定は終わりだ。ほかに行くあてもないし、今の泣きはらした顔のまま家に帰ることもできない。

　いずれにせよ、彼が声をかけてくれたからこそ、あそこから逃げ出すことができた。

（これって、一種の出会い……？　もしかして、この人となら普通に付き合えるんじゃないかな？　なんて……）

　顔もまともに見ていない相手なのに、さすがにそれはないだろう。

　でも、声は素敵だ――。などなど、頭の中であれこれと考えているうちにガラス張りの建物の前で男性の足が止まる。

「さあ、着いた。どうぞ入って」

　促されて中に入った足元に真っ白な床面が見えた。ちらりと振り返ってみると、道に面した壁は一面ガラス張りだ。しかし、入り口部分を含め全面に白いロールスクリーンが下ろされているから、外から覗き見られる心配はない。

「今電気をつけるから、ちょっと待ってて」

　肩を抱く手が離れ、男性が一人奥へと歩いていく。真由はハンカチで鼻を押さえたままゆっくりと顔を上げた。

（あ……。僕の店って、美容院のことだったんだ……）

　見えてきたのは、広々とした美容院らしき店内の風景だ。

　いや、美容院と言うよりは、ヘアサロン――もしくは、ビューティサロン？

　広々とした床面に設置されているのは、実家の理髪店に置かれているものとはまるで違う、最新型のスタイリングチェアだ。お客はその椅子に座り、カットやパーマなどの施術を受ける。

　家族の中で、ただ一人理容の道に進まなかった真由だけれど、目にする雑誌に理美容関係の記事が載っていると、やはり気になるし興味を持って読んでしまう。

　行きもしないのに、時折ネットでヘアサロンを物色したりしているし、都内有名店の名前くらいは把握している。

　だけど、ここに関していえばまるで見覚えがない。がらんとした店内の様子からして、たぶん施工は終わったものの、まだオープンには至っていない店みたいだ。

　第一、広々としたスペースがあるのに、スタイリングチェアはたった一台しか置かれていない。

（やっぱり開業前のお店なのかな……）

　真っ白なのは床面だけではない。壁やインテリアもすべて白で統一されており、ちょっと異次元的な雰囲気が感じられる。

（ヘアサロンには違いないけど、何か特別なコンセプトがあるのかも……）

　真由が一人想像を巡らせていると、奥へと続く壁の向こうから男性が戻ってくるのが見えた。

　あわてて下を向き、視線を男性の膝のあたりに固定させる。リモコンの操作音が聞こえたあと、店内が一気に明るくなった。

「お待たせ。さっきも言ったとおり、ここには僕たちのほかは誰もいない。だから、もうハンカチを取っても大丈夫だよ」

　聞こえてきた声に従い、ハンカチを取って顔を上げた。

「大丈夫？　そこにティッシュがあるから、必要なら遠慮なく使って」

　男性が、そばに置かれているテーブルの上を指さす。

　目が合い、真由は大きく目を見開いてぽかんと口を開ける。

「は……はい……」

　声の主は、すらりと高身長で、びっくりするほど整った顔をしたイケメンだった。

　真由は、その場で人形のように固まって動けなくなってしまう。

　別段面食いというわけではない。

　だけど、これほどの美男を前にすると多少なりとも動揺するし、ましてやついさっきまで肩を抱かれて歩いていたのだ。

「どうかした？」

　真由の様子を見て、男性が気遣わしそうな表情を浮かべる。

　その顔が、ドキリとするくらいかっこいい――。

　いや、今はルックスに見惚れている場合ではない。とりあえず、きちんとお礼を言っておかなければ――。

「いえっ……あ……あの、ありがとうございます……！　すみません、ご迷惑をおかけしてしまって。ハンカチは洗ってお返し……じゃなくって、新しく買ってお返しします。ほんとに、すみませんでした」

　真由は、男性に向かって頭を下げた。手にしているハンカチは、手の中でくしゃくしゃになってしまっている。

「いや、そんなに気にしなくていいよ。ハンカチは使い切れないほど持ってるから」

　男性が、真由に向かって微笑みかける。

（うわ……。なんて素敵に笑うんだろう……）

　真由も笑おうとしてみた。けれど、緊張のせいかうまく笑うことができない。

　胸がものすごくドキドキする。

　今の状態は、いったい何？

　真由が一人脳内でパニックを起こしていると、男性がそばに置かれているカウチ型のソファを指し示した。

「じゃあ、とりあえず、そこに座って」

「あ……はい」

　真由は言われるままに椅子に座り、改めて男性のほうを見る。

「コーヒーでもどう？　今の状態じゃ、外に出られないだろう？」

「はい。ありがとうございます」

「うん。じゃあ、適当にくつろいでて」

　男性は、改めて口元に笑みを浮かべ、再度店の奥へと歩いていった。

　一人残された真由は、その後姿を見送りながら、ほっとため息を吐く。

　店内をもう一度見回してみるけれど、見れば見るほど個性的な作りだ。

　たった一つあるスタイリングチェアの前には、全身が映るほど大きな三面鏡が設えてある。背後には可動式のシャンプー台があるし、きっとすべての施術を移動せずに済ませることができるのだろう。天井には埋め込み式のライトがいくつもあり、フロア奥の壁際にはエステティックサロンで見るようなベッドまで置かれている。

（施術するのは、さっきの人？　あんな素敵な人に担当してもらうなんて、心臓がいくつあっても足りなさそう……）

　真由が想像をたくましくしていると、奥からコーヒーの香りが漂ってきた。

　はっと我に返り、急いでバッグから手鏡を取り出して自分の顔を映した。

　案の定、アイラインが滲んでタヌキ目になってしまっている。

「うわっ……。これはないわ」

　真由は、あわてて化粧直しに取りかかった。

　目蓋の腫れを誤魔化し、赤くなった鼻の頭にフェイスパウダーをはたく。いくらかマシな顔になったところで、椅子の上にかしこまって男性が帰ってくるのを待つ。

　とにかく、本当に助かったし、彼がいてくれてよかった。

　そうでなければ、今頃まだカフェに座って泣き続けていたかもしれない。

　それにしても、いつから見られていたのだろう？

　今思えば、真由があの席に座る前に、すでに隣には男性が一人座っていたように思う。

　それが彼であるなら、真由が振られた時の一部始終を見られていたということになる。

（うわぁ、はずかしい……。って、今さらかな……。こんなに大泣きしたあとだもんね）

　ほどなくして、店の奥からコーヒーを携えた男性が戻ってきた。ソファ横にあった小さなテーブルにコーヒーを置き、彼自身は真由の左隣に座る。

　一連の動作が、とても綺麗だ。モデルのように優雅な身のこなしに、またしても視線がくぎ付けになってしまう。

「お待たせ。……っと、自己紹介がまだだったね。僕は雑賀さいが健斗。ここは僕が新しくオープンさせる予定のヘアサロンだ」

「えっ？　雑賀……って……。あっ！」

　男性の顔をまともに見た真由の顔に、驚きの表情が浮かぶ。

　どうして今まで気がつかなかったのだろうか？

　きっと実物のほうがイケメンすぎて、本人だと判別できなかったせいだ。

「さ、雑賀さんって、あの『ゼウス』の雑賀健斗さんですよね？」

　雑賀健斗――。

　彼は、今最も勢いがあり話題にもなっているヘアサロン『ゼウス』のオーナー兼スタイリストだ。彼のことはテレビや雑誌で何度となく見たことがあるし、実家でも夕飯時の話題になったことがあった。

　イケメンでカリスマ性のある健斗は、今や理美容界の枠を超えた有名人であり、成功した実業家だ。

　顧客には芸能人も多く、彼の施術を受けるためには何カ月も前に予約を入れなければならないと聞く。そんな人が、今真由の目の前にいる。真由は今さらながら姿勢を正し、かしこまった。

「知ってくれているとは嬉しいな」

　健斗が、にっこりと微笑む。

　やや切れ長の目に、完璧に整った目鼻立ち。髪の毛の色はナチュラルなダークブラウンで、全体をすっきりと後ろに流したミディアムカットにしてある。

「私、浅香真由っていいます。あの……私、雑賀さんを雑誌やテレビで拝見したことがあります。うち、実家が理容店なんです。だから専門誌に載っていた記事も見たし、今一番注目されている方だってことも知っています」

「へぇ、実家が理容店なんだ」

　健斗が少し驚いたような表情を見せた。

「はい。……と言っても、下町で曾祖父の代からやっている小さなお店なんですけど……」

　思わずまくし立ててしまったけれど、ただ単に同じ理美容界というだけで特別な繋がりがあるわけではない。

「へえ、長く続く老舗なんだね。じゃあ、君も理容師？」

「いいえ、私は違います」

　真由は両手を横に振って、否定をする。

「それに、長くやっているっていうだけで、外観も内装もすごく古臭いんです。それがいいって言ってくださる常連さんのためのお店って感じで」

「なるほど。そうか」

　健斗が真由の目を見つめる。

　間近で見た彼の顔は、一目見てそうだとわかるほど手入れが行き届いている。肌の色つやもいいし、髪の毛一本乱れていない。

　ものすごくイケメンだし、そばにいるだけですさまじいオーラを感じる。

　だけど、不思議と穏やかな雰囲気もあり、真由はいつしか健斗に聞かれるままに自分の簡単な生い立ちや、制約された日常生活について話していた。

「――そのせいもあって、これまで付き合ってきた人とも、うまくいかなくって……。さっき喫茶店で私が振られたの……ご覧になっていましたか？」

　真由が聞くと、健斗はゆっくりと首を縦に振った。

「うん、隣の席だったからね」

　やっぱり。健斗は真由と元カレとの別れ話をすべて聞いていたのだ。

　ある程度事情を知ってもらったせいで気は楽になったものの、振られ続きの自分を思い出して、またしても情けない気持ちでいっぱいになる。

　そんな真由の心情を察したのか、健斗は真由に自分の名刺を手渡し、口を開く。

「ここは見てのとおり、ただのヘアサロンじゃない。『ゼウス』の常連客の要望を聞いて、いろいろと試行錯誤をした結果、こういった形になった。お客様は一度に一人ずつ。ここへ来て、あの椅子に座っているだけで、頭の先からつま先までのケアができる――つまり、本当の意味でのトータルビューティサロンを目的にした店だ。ヘアケアやエステティックはもちろん、希望すればネイルケアや各種のセラピーを受けることもできる」

　なるほど。やはりここは普通のヘアサロンではなかった。

　この店に来る客は、ここで自分だけの特別な施術を受けることになるのだ。

「さっきカフェにいたのは、業者との最終調整をするためだったんだ。もっとも、仕事の話はものの十分で終わっちゃったけどね」

　業者は先に帰り、残された健斗は一人渡された書類に目を通していた。

　そして、その隣にやってきたのが真由だったのだ。

「……それで、聞くとはなしに君と元カレの話を聞いてしまった。君は泣き出し、僕はそんな君を放ってはおけなかった」

　流れるように話す健斗の声は、さっきよりも少し低く聞こえる。その声を聞いているだけで、いくぶん気持ちが落ち着いてきた。

　ロールカーテンの向こうを人が通る影が見えるけれど、気密性が高いからか外からの音は一切聞こえてこない。

「さすがに途中で口を挟むわけにはいかなかったけど、あれはちょっとひどいな……。一方的に別れ話をして、君の気持ちなんかこれっぽっちも考えていないような口ぶりだったね。それに、そういった話は、あんな人が多い場所でするようなものじゃないな」

「はい……」

　せめて、もっと人の少ないところで話してくれていれば、大勢の前で泣き顔をさらさずに済んだはずだ。

　だけど、元カレがそうしてくれたおかげで、今こうしてここにいられるわけでもあり……。

（……って、何を考えているの、私ったら……）

　さっきともに歩きながら、この出会いに一瞬期待してしまったのは事実だ。

　だけど、相手が雑賀健斗となると話はまるで違ってくる。

　なにせ彼は、理美容界のみならず世間一般に知られているイケメン美容師であり、人気ヘアサロン『ゼウス』の経営者だ。

　彼と出会ったこと、助けられたことは本当にラッキーだった。

　けれど、彼は真由とは違う人種であり、本来なら話す機会すらないような有名人なのだ。

「さっきの元カレとは長かった？」

「えっ……いいえ。付き合い始めて、まだ二カ月にもなっていません」

「そうか。もしかして、同じ会社？」

「いいえ、元カレは会社の取引先の人です。私、エターナルライフ生命の受付嬢をしているんです。……っていっても、派遣社員ですけど」

　ピンチを助けられ泣き顔まで見られたという、ある種の親密さがそうさせたのだろうか。

　気がつけば、真由は自分からこれまで付き合ってきた男性たちとの出会いから別れまでのいきさつを話していた。

　さらに、今まで付き合ったのは、すべて男性側からの申し出で始まったものであること。

　祖父の影響で男性に対して拒否反応を示すようになってしまったこと。

　それを克服するために、元カレたちの申し出を受け入れたこと。

　そして、そのすべてが二カ月経たないうちに終わってしまったことなどを語った。

「拒否反応って、どの程度の？」

　健斗に問われ、真由はため息交じりに話し始める。

「手を繋ぐのも無理なんです。小さい頃は平気だったんですけど、同級生の男子が声変わりをして男っぽくなってきたあたりからダメになってしまって……。もともと話好きだし人と接するのは好きなんです。だから、今の受付の仕事も継続してやれているんですけど……」

　元カレたちは、皆真由の仕事ぶりを見て交際を申し込んできた人ばかりだ。

　しかし、いざ付き合ってみると、早々に思わぬ肩透かしを食らう――。

「私、いろいろとダメダメなんです。私と付き合っても誰も楽しいと思ってくれないし、一緒にいればいるほど好きじゃなくなるって言われて……。そもそも手も繋げない彼女なんて、いらないですよね。うちって、デートしても門限は九時なんです。もちろん、泊まりなんてできないし、ありえません」

　デート中、なんとなくいい雰囲気になっても、時間がくればそこで終わり。

　そもそもスキンシップができないのだから、真由は元カレたちの要求には何ひとつ応えることができない。気がつけば迫ってきた元カレを突き飛ばして、その場から逃げ出しているのだ。

「たぶん、男は基本オオカミだっていう祖父の言葉が頭にすり込まれちゃってるんだと思います。そんなことないって思おうとしても、ダメなんです……。そのせいで、一時期祖父をすごく恨みました。だけど、結局はそんな自分を作り出したのは自分自身なんですよね……。正直、なんでこうなったのか、自分でもわからないんです。別に潔癖症ってわけでもないし、過去にトラウマを抱えているわけでもないのに……」

　ひとしきり話し終わり、真由はカップの中に残っていたコーヒーを一気に飲み干した。

「応えようとは思うんです。せっかく付き合っているんだから、それくらいは……って。でも、どうしても身体が受けつけないっていうか……。以前元カレに言われました。『受付嬢のくせに、彼氏を受けつけられないってどういうこと？』って。自分でもそう思います。だけど、いつもあともう少しってところで、拒んじゃって……。それで一気に気まずくなって、さっきみたいに別れを切り出される……。もうこれで、六人目です」

「六人……って、いつから数えて六人？」

「受付の派遣をはじめてからだから、二年弱です」

「二年弱で六人か……。うん……少なくはないかな」

「ですよね」

「だけど、今まで男性とは手も繋いだことがないんだね？」

「はい。握手とかハイタッチ……指切りすら回避してきました」

　健斗が薄く微笑み、真由は小さく笑い声を漏らした。

「なるほどね……。君の実家家業とは同じ業種だし、こうして出会ったのも何かの縁かもしれないな。……話を聞く限り、君はものすごく貞操観念が強いみたいだ。今時、珍しいほどにね」

　男女関係の在り方が多様化している今の時代に、真由のような存在は、もはや天然記念物並みに希少なのだろう。

　ふと気がつけば、いつの間にかカップの中は空になってしまっている。

「話、まだ長くなりそうだし、よかったらワインでもどうかな？」

　その誘いは、ごく自然な感じだった。真由は無意識に頷き「いただきます」と返事をする。

「うん、じゃあ、ちょっと待ってて」

　席を立った健斗が、奥の部屋からワインボトルとグラスを持って帰ってきた。

「お待たせ。お酒は強いほう？」

「いえ、そんなに強くありません。でも、飲めなくはないです」

「そうか。さっき、カフェでパンケーキ頼んでたよね。おなか空いてる？　あいにくここにはチーズくらいしか置いてないんだ。なんだったら、今すぐに買い出しに行ってもいいんだけど」

　そう言いながらテーブルの上に置いた皿には、何種類かのチーズが載せられている。

「い、いいえ。これで十分です。……っていうか、どうしてオープン前のヘアサロンにワインとかチーズがあるんですか？」

　真由の問いかけに、健斗はにっこりと口元をほころばせる。

　聞けば、建てたばかりのここ五階建てのビル上階は、健斗の自宅兼事務所になっているのだという。

　そうは言っても、実質使われているのは五階のみで、二階から四階まではヘアサロンで使用する消耗品などを置いておく倉庫になってしまっているらしい。

「高校を卒業して、すぐに一人暮らしを始めてね。だけど、美容師になって最初の三年は、何かと忙しくてほとんど家に帰る暇もなかった。『ゼウス』一号店をオープンさせた時、近くにマンションを借りて、ようやく少し落ち着けると思ったんだけどね――」

　けれど、忙しさにかまけて店に泊まり込むことが多く、結局ほとんどマンションに帰ることはないまま、『ゼウス』二号店が出るタイミングで、また引っ越しをする。

「結局どこへ行っても店に留まることのほうが多くなる。――だったら、もういっそ店の上に住めばいいじゃないかってことで、このビルを建てたんだ。――あぁ、ごめん。話、かなりずれちゃったね」

　健斗が小さく笑った。

　きっと彼は、真由が気を遣わなくて済むようにしゃべり続けてくれていたのだ。そんな彼の優しさが感じられて、自然と口元がほころんでくる。

「いいえ、平気です。こうして人と話しているだけで、なんとなく頭の中が整理できてきたし……」

「整理？　どんなふうに？」

　健斗が真由にグラスを手渡す。中には、深い紅色のワインが半分ほど入っている。それは思いのほか口当たりがよく、すっきりとした飲み心地のワインだった。

　二時間ほど前にお昼を食べたばかりだったし、おなかは空いていない。だけど、まるで空腹時に飲んだかのように、ワインは一瞬のうちに真由の身体の中に広がり、全身をほんのりと熱くさせる。

　真由は健斗から視線を外し、グラスを持つ自分の手を見つめた。

「なんていうか……いろいろと気づいたんです。私ってやっぱり変ですよね。いくら男性に対する拒否反応をなくすためだからって、声をかけてくれる男性全員と付き合うなんて……。とりあえず付き合ってみるとか、相手に対して失礼極まりないです。でも、私なりに本気だったんです。付き合う以上その人のことを本当に好きになれるよう努力しました。だけど、結局そんな気持ちになれなくって……」

　派遣の受付という立場上、さほど「エターナルライフ生命」の正社員の人たちと密な交流があるわけではない。

　けれど、同社総務部にいる同じ派遣仲間に聞かされた話によると、真由は一部女性社員から短期間で男をとっかえひっかえしている「尻軽女」と呼ばれているらしい。

「『尻軽女』……？　いくらなんでも、それはひどいな……」

　話を聞いた健斗の眉が曇る。

「笑っちゃいますよね。実際は、まだ誰ともまともに付き合ったことがないのに……。だから、そう呼ばれるのは、どうしても納得がいきませんでした。だけど、申し込まれてタイミングが合えば付き合い始めるとか、傍から見れば『尻軽女』以外のなにものでもありませんよね」

　真由なりに、きちんと考えた上での行動だった。けれど、事実上来るものは拒まずといった付き合い方をしてきたことに変わりはない。

「言われても、仕方ないですよね……。尻軽女って……。だけど、私、今まで自分から誰かを好きになったことがないんです。誰かを好きになりたい……。それなのに好きになれる相手が見つからない……。その結果が、『尻軽女』の称号だなんて……」

　話しながら、また自分が情けなくなって涙が込み上げてきそうになる。それをぐっとこらえて、真由は健斗のほうに視線を向けた。

「きっと、雑賀さんはこれまでにいくつもの素敵な恋愛をしてきたんでしょうね。……どうやったら見つかりますか？　自分から好きになれて、夢中になれる男性……。私、このままじゃ、ずっと一人ぼっちです。恋愛したいのに、できないとか……。どうしてこんなふうになっちゃったんだろう。私、どこかおかしいんでしょうか？」

　話し続ける真由を、健斗がじっと見つめる。そして、おもむろに口を開いた。

「いや、僕はそうは思わないよ」

　そう言う健斗の顔は、この上なく優しい。

　真由は思わず身を乗り出し、彼に訴えかける。

「でも、このまま誰とも恋愛できないまま、おばあちゃんになっちゃうんじゃないかって……。私、一生誰とも手を繋いだり、キスしたりできないまま死んじゃうんじゃ――んっ……んん……っ？」

　いきなり健斗に抱き寄せられ、唇にキスをされる。

　突然のことに、真由は驚いて健斗の腕の中で身体を硬直させた。

　まさかの展開に、頭がパニックを起こしている。だけど、不思議と拒む気にはなれない。

　ふんわりと香るような彼の優しい雰囲気に包まれ、まるでドラマのワンシーンみたいなキスを続けている。

「……君は、おかしくなんかない。恋愛をしたい、夢中になれるほど誰かを好きになりたいと思って、一生懸命になっているだけだろう？　だけど、それがぜんぶ空回りしている。それは君に言い寄ってくる男たちがろくでもないやつらばかりだったせいだ――」

「……ぁっ……ん、ん……」

　一瞬だけ唇を離され、またキスをされる。健斗の手が、真由のワンピースの裾をめくり、太ももに触った。そこを少しこねるように揉み込み、徐々に脚の付け根のほうへ進んでいく。

「君は人一倍貞操観念が強い。それは決して悪いことじゃないし、むしろ素敵なことだと思う」

　素敵なこと？

　今まで一度もそんなふうに言われたことがなかった。

　呆れられ、捨て台詞を吐かれたことはあっても、褒めてくれる人など誰一人いなかったというのに――。

「だけど、さっき僕に肩を抱かれながら歩いたよね？　今だってキスも、ボディタッチだってうまくできてる」

「ボ……ディタッチ……？」

「そう。こんなふうに――」

「ぁんっ……！　あ、あぁ……っ」

　健斗の指が、真由のショーツに触れた。そして、少しも躊躇することなく中に入り、花芽の頂を指先で挟み込んだ。そこを軽くねじるように愛撫され、身体がビクリと浮き上がった。

「ゃ……あ、っ……。ん、んっ……！」

　いったい、どの指がどこにいるの？

　頂から滑り下りた指が、真由の秘裂を包む花房を左右に割る。そして、溝をゆっくりとなぞりながら、固く閉じたままの蜜窟の縁を撫でさすった。

　一気に全身が熱くなり、頭がじぃんと痺れてくる。今までに感じたことのない刺激に、真由は思い切り動揺し、身を震わせた。

「せっかくここまで知り合ったんだから、真由……って、下の名前で呼んでいいかな？」

　健斗の舌が、返事を待たず真由の唇を割る。

　真由は微かに頷きながら口を開け、小さく喘いだ。

「真由はさっき僕に肩を抱かれながら歩いた。それは、元カレに別れを告げられたショックのせいもあったんだろうけど……どう？　今こんなふうにされても、嫌がってはいない……そうじゃないか？」

　確かに――。

　なぜかはわからないが、健斗にキスをされて秘所をいじられているというのに、逃げ出そうという気が起こらない。いつもなら、こうなるもっと前に触れてくる手を振り払い、一目散に逃げ出しているところなのに。

「少なくとも真由は僕のことを嫌いじゃない。……むしろ好きの部類に入っているんじゃないかな……。だってもう……ほら、聞こえるだろう？」

「え……？」

　閉じていた目を薄く開けて、真由はあたりに耳を澄ませる。

　聞こえてくるのは、自分の乱れた呼吸音と、耳の奥に響く心臓の音。

　その合間を縫うように小さく聞こえてきたのは、秘裂を濡らす淫らすぎる蜜の音だ。

「ぁ……っ……。さ……雑賀さんっ……」

「〝雑賀さん〟か……。その呼び方もいいけど、できれば下の名前で呼んでほしいな」

「ひっ……」

　ぺろりと首筋を舐められ、文字通り身体全体が跳ねた。

　間近に見る健斗の目が、わずかに細められる。

「ここ、弱いのかな？　あぁ、そうか……。真由はまだ誰ともこんなふうになったことがないんだったね」

　健斗が、わざとのように真由の喉元に音を立ててキスをする。

　彼の指が、真由の蜜窟の縁を軽く押した。自然とそこに力が入り、太ももが小刻みに震え始める。

「あ、あっ……！　いっ……ダ、ダメぇっ……。そ……そこ、触っちゃ……ん、んっ……」

　もう少し指が先に行くと、きっと少しだけ身体の中に入ってしまう。

　そうされたら、どんな気持ちになるのだろう？

　どうして、こんなことをされているのに逃げ出さない？

　それにしても、キスや愛撫がこんなに甘美なものだったなんて知らなかった。

　出会ったばかりの人と、こんな淫らな時をすごしている自分は、やはり「尻軽女」以外のなにものでもないのではないのか。

「あんっ！　あ……ゆ……びっ……」

「真由は綺麗な匂いがするね……。真っ白で少しも濁りがない……。指……入れちゃだめか？　もう、どこにも触られたくない？　本当に？　真由……よく考えてごらん。本当に嫌？　それとも、本当はもっと触ってほしいと思ってる？　……どっちだ？」

　問いかけてくる健斗の声が、真由の口腔内で響く。

　どう答えていいかわからない。

　だけど、間違っても突き飛ばしたりしないし、逃げ出したくもなっていないことだけは確かだ。

　そんな真由の心がバレてしまったのか、健斗が少しずつ大胆になっていく。

　いつの間にか背中のジッパーが下ろされ、ワンピースの肩が肘までずり下がっている。

　健斗と視線が合い、出会って何度目かのキスが唇を塞いだ。ややもすれば誘われるままに舌を絡め、うっとりと目を閉じてしまいそうになる。

（どっち……真由……）

　頭の中で、自分が自分に質問する声が聞こえてきた。

　いくらピンチを救ってもらったとはいえ、ほんの一時間前に出会った男性とこんな関係になっていいもの？

　だけど、もうここまできてしまったのだ。

　どうせならぜんぶ済ませてしまったらどうだろう？

　なまじ、二十五歳まで純潔を守り続けていたのがいけなかったのだ。

　ヴァージンなんか、さっさと捨ててしまおう。……そう、それがいい……。

　真由がそう思った時、健斗の指がふいに蜜窟を離れ太もものほうへ移動していく。

（……えっ……なんで……？）

　突然の肩透かしに、真由は薄く開けていた目蓋を上げた。

　見つめてくる健斗の視線に出くわし、真由は何も言えないままただ彼の目を見つめ返す。

　健斗は何も言わない。その上、少しだけど眉間にしわを刻んでいる。

　もしかして、何か彼の気分を害するようなことをしてしまった？

　けれど、男性経験がない真由には自分が何をしでかしてしまったのかまるで見当もつかない。

（まさか、出会ったばかりなのに、もう嫌われちゃった……？）

　せっかく優しくしてもらったのに、もうこれで終わり。

（私って、よっぽど男の人と付き合うのに向いてないんだ……）

　見つめ合う緊張感に耐え切れなくなった真由は、健斗から視線を外し立ち上がろうとした。

　しかし、真由の太ももに触れる彼の手が、そうすることを阻んでいる。

「は……離してください……」

　力なくそう呟いた唇に、そっとキスをされた。

　どうして今さらキスなんか？

　真由が健斗のほうに視線を戻すと、間近に見える茶褐色の目に、困惑の色が浮かんでいるのが見えた。

「ごめん。つい我を忘れて夢中になってた……。急にこんなことをして、悪かったと思ってる。だけど、真由と二人きりで話しているうち、どうしてもキスがしたくなった。真由に触れたくて仕方がなくなって、気がついたら自分本位なマネをしてしまっていた――」

　健斗が身体を離そうとする。真由は急いで頭かぶりを振って彼の腕を押しとどめた。

「わ、悪くなんかないです！　自分本位だなんて、思っていません。逆に、さ……健斗さんが途中で止めたから……。私が何か引かれるようなことしたんじゃないかって……出会って早々に嫌われちゃったのかなって……。そう思って……」

「僕に触れられて、嫌じゃなかった？」

　健斗の問いに、真由はすぐさま首を縦に振った。

「嫌じゃありません……。自分でも不思議だけど、ぜんぜん嫌じゃないんです。本当の、本当です。そうでなきゃ、とっくに健斗さんを突き飛ばして外に逃げ出しちゃってますから」

　必死になって誤解を解こうとする真由を見て、健斗がほっとしたような表情を浮かべる。

「よかった」

　健斗が安堵するのを見て、真由もまた緊張を解いた。

「真由みたいな子には、はじめて会う。すごく純粋だし、信じられないほど不器用で、どうしてもこのまま放ってはおけない。正直、こんな自分にすごく戸惑っているんだ。だけど、すごく惹かれるし、本当は今すぐにでも真由を抱きたい……。でも、さすがにこれから先は真由がいいって言わなければできないからね。だから、途中で止めたんだよ」

　そう口にする健斗の顔には、真剣な表情が浮かんでいる。

「えっ……？　惹かれる……って、私に……？」

「そう。真由に、だ」

「どうしてですか？　私、どこにでもいるごく普通の女ですよ？　なのに、どうして健斗さんみたいな素敵な人が私に惹かれたりするんですか……」

　話す唇をキスで塞がれ、真由はすっかり夢心地になってしまう。

「さぁ……。それは、おいおいわかっていくんじゃないかな？　とにかく、今真由とこうしていて、ありえないほど胸が高鳴っているのは事実だ」

「胸が……高鳴ってる？　ほんとですか？」

　真由が首をひねると、健斗は口元にゆったりとした微笑みを浮かべた。

「あぁ、本当だよ。……今思ったんだけど、真由と僕は少し似た境遇にあるのかもしれない」

　健斗は言い、真由の身体を改めて腕の中に包み込んだ。

「私と健斗さんが？」

　ごく普通のＯＬである真由と有名人の健斗の境遇の、どこが似ているというのか。

「受付もそうだと思うけど、美容師をやっていると、いろいろな人に出会う。まだ美容学生だった頃、僕は実習の一環でデビュー間もないミュージシャンや役者たちのヘアメイクをやっていた。皆若くて夢を両手いっぱいに抱えている状態だった。楽しかったし、その頃にできた人脈が今の僕を作ってくれたといっても過言じゃない」

　健斗が口にする、その時の新人たちの中には、誰もが知る有名芸能人が数多くいる。

「そのうち、新人だけじゃなく当時でもかなり有名な芸能関係者からも、ヘアメイクを担当してほしいと声がかかるようになった。だけど、そんな人たちの中には、僕にヘアメイクの腕以外のものを要求してくる人もいた。施術中に何気なく身体に触れてきたり、中にはあからさまに関係を迫ってくる女優や歌手もいたりしてね」

「えっ……」

　それから聞かされた話は、真由には思いもよらないような内容ばかりだった。

　健斗は、腕のいい美容師であるがゆえに人目につき、彼女らにいかがわしい要求を突きつけられたりしていたのだ。

「むろん、すべて断ったし、そのせいで一時期業界から干されそうになった。だけど、それで消えてしまったら今まで何のために頑張ってきたかわからなくなる。だから必死になって頑張ったよ。そのかいもあってか、今じゃあこうして自分の店を構えることができてる」

　真由が男性に触れることができないのとは、少し違う。

　けれど、健斗もまたそんなことがあって以来、徐々に女性に対して距離を置くようになってしまった。トラウマとまではいかないものの、健斗もまた真由と同じように誰かを自分から好きになることはなくなってしまったのだという。

「いわゆる、女性不信ってやつかな。昔はそうじゃなかったんだけどね。気がついたら、女性を見ても何も感じなくなっていた。恋愛しようって気持ちがなくなっていたんだ」

「そうだったんですか……」

「うん。……ははっ、こんなこと話したの、真由がはじめてだよ」

　健斗は言いながら、やや戸惑っているような表情を見せた。

「だ……大丈夫ですよ？　私、誰にも言いません。もし健斗さんに関してインタビューを受けるようなことがあっても、絶対にしゃべったりしないって誓います。……って、そんな機会、あるわけないですけど」

　我ながら訳のわからないことを口にしてしまい、自然と頬が赤くなる。

「いや、真由の気持ちは十分伝わったよ。ありがとう」

　健斗が軽やかに笑う。

　真由も、釣られて笑い声を上げた。

（やっぱり、素敵……。私とは住む世界が違うって感じ……）

　いや、実際に違うし、うっかり勘違いしてはいけない。

　華やかな業界に身を置く健斗は、常に女性からの視線を浴び続けている。

　これほどの美男だし、確かな腕を持つ有名人だ。

　彼にとって真由のような存在は、新鮮だし物珍しく見えているのだろう。

　だからこそ、今こうして抱き合ってキスをしている。

　二人の出会いは、真由にとってものすごくラッキーなことであり、多少なりとも健斗の華やかな日常生活に、ちょっとした刺激を与えることができたみたいだ。

　そうであれば、あのカフェで真由が大泣きした時の悲しみも報われるというもの――。

　今の時間は、これまでことごとく振られ続けてきた真由に降って湧いた幸運。

　いわば、神様がくれたシンデレラタイムだ。

　そうであれば、後々悔んだりしないようにめいいっぱい楽しもう。

　いつか昔を懐かしんだりする時、幸せな気持ちでここであった出来事を思い出せるように……。

「でも、すごいですね……。美容学校時代に会った人、それぞれが夢を叶えているなんて。なんだか、すごくうらやましいです。私なんか、いまだに自分が何をしたいのかよくわからない状態なのに……。私、本当にいろいろと迷走中って感じです」

　健斗の身体からは、とてもいい匂いがする。

　香水やコロンといった人工的なものではなく、健斗個人から香ってくる柔らかで、ほっとするような優しい香りだ。

「真由はまだ若いんだから、これからだって夢を見つけられるよ」

　健斗のキスが、真由のこめかみに降った。真由は無意識に健斗の香りを求めて顔を上に向けた。

　彼の唇が真由の頬に移る。そこからさらに移動し、お互いの唇が重なる。

　なれないこととはいえ、真由のぎこちなさときたら、壊れかけの機械人形のようだ。

「真由、今自分から顔を上に向けたね」

「えっ？　……あ……そ……そうでしたか？」

　指摘され、真由は恥じらってうつむく。

「僕も真由とキスしたい。お互いがそう思っているんだから、もっとキス、しよう」

「んっ……」

　顎を指で固定され、繰り返し唇を合わせる。

「真由とこうしていると、もっと違うところにもキスをしたくなる。触りたくなるし、真由をもっと知りたくなる。ぜんぶ暴いて、僕のものにしたいと思うよ。さっき真由は、僕にこういうことをされても、不思議と嫌じゃないって言ってくれたね？」

「はい……」

　キスの合間に聞こえてくる健斗の声が、心地よく耳に響く。

「健斗さんの声……聞いていると、すごく気持ちが安らぐような気がします。普通じゃ知り合えないくらい有名な人なのに、ぜんぜん威圧的なところがないし、一緒にいても穏やかな気分でいられるって言うか……。あ……でも、胸はすごくドキドキしています」

　真由が照れて笑うと、健斗も小さく笑い声を上げる。

「僕だって結構ドキドキしてるよ。ほら――」

　健斗の手が、真由の掌を彼の胸の上に導く。さらさらとしたシャツの生地をとおして、健斗の鼓動が伝わってくる。

「あ……ほんとだ……」

　真由は驚いて目を瞬かせる。まさか本当にそうだとは思わずにいたのに、健斗の心臓の動きは思いのほか激しかった。そのせいで、真由の脈は一層速くなってしまう。

「出会って間もないのに、お互いのことを結構さらけ出して話したね」

「はい……」

「まさか、自分からこんなことを仕掛けるとか、思ってもみなかったよ……。我ながら、すごく驚いてる。だけど、真由は僕以上に驚いてるって顔してるね。その顔……すごく可愛いよ。真由は本当に何も知らないんだな」

　健斗の手が、真由の太ももの内側を撫でた。途端に身体が反応して、脚の間に湿った熱が宿る。

「できれば、このまま真由を抱いて、いろいろなことを教えてあげたい。ここはもうオープンを待つだけの状態だし、鍵を持っている僕以外、誰一人入ることはできない。僕たちがここで何をしようが、誰も見とがめる者はいないってことだ。どうかな……真由さえよければ、オープンするまでの間、ここで真由だけのスペシャルケアをしてあげる」

　健斗が真由の耳元で囁く。

「私だけのスペシャルケア……？」

「そう。真由のガチガチに固まった貞操観念を壊すスペシャルなケアだ。言うなれば、セックス・セラピーかな？　……僕は、真由のセックス・セラピストになって、真由の身体を僕でほぐしてあげたいと思う。……そうすれば、もう必要以上に男を拒絶するっていうこともなくなるんじゃないかな」

　話す合間に繰り返し唇を重ねられた。

　キスの甘さが真由の思考能力を、いつもとは違う方向に覚醒させる。

「きっと真由も気に入ると思うよ。真由を気持ちよくしてあげたい。そうなるように、僕が導いてあげる」

　普通に考えれば、口がうまいだけの軟派男なのかもしれない。

　だけど、そう思うには健斗はあまりにも優しかった。

　いつもなら、よく知りもしない男性をここまで信用したりしない。それなのに、その人の腕の中で、胸を高鳴らせる自分がいる。

　真由の心は、すでに健斗の提案を受け入れる方向に傾いていた。それがわかって、真由は少なからず動揺し、逡巡する。

（私、変になっちゃったのかな……。こんな気持ちになるとか、まるで私が私じゃないみたい……）

　だんだんと濃厚になっていくキスが、真由の心を痺れさせ思考能力を低下させる。

　ローヒールを履いたつま先が縮こまり、腰がソファからずり落ちそうになった。

「おっと――」

　背中と膝裏を健斗の腕にすくわれ、身体がふわりと浮き上がった。

「ひゃぁっ！」

　人生はじめてのお姫様抱っこをされ、真由は驚いて健斗の腕の中で身をこわばらせた。

　店内のいたるところに置かれた鏡に、自分たちの抱き合った姿が映っている。

　すべて白で統一された空間の中で、二人だけが色を放つ異質な存在になっているみたいだ。

「決して無理強いしているわけじゃないよ。だけど、このままだと真由はずっと同じ悩みを抱え続けることになるかもしれない。真由が今の状態から抜け出て、本当の恋愛ができるようになればいいと思う。僕でよければ、その手助けをさせてくれないかな？」

　健斗のまなざしが、彼が言った言葉が本心であることを語っている。

「なんて……本当は僕自身が一番そうなることを望んでいるんだけどね。まったく……男はオオカミだっていう、真由のおじいさんの言葉が胸に刺さるよ」

　健斗の困ったような顔が、真由の心の琴線に触れる。

「……健斗さんのセックス・セラピー……受けたいです。私、もう同じことを繰り返したくありません。だから――」

　真由は、ほんの一瞬だけ口ごもった。そして、思い切ったように言葉を継ぐ。

「抱いて……ください。今すぐに、ここで……。私のはじめてを、健斗さんにもらってほしいんです。私……健斗さんとセックス、したいです」

　自分でも、とんでもないことを口にしているという自覚はある。

　しかし、今この時と場所を逃せば、今度はいつこんな機会がくるだろうか。

　なにより、健斗のような人に出会えるかどうか――。

　いや、もう二度と彼のような人には出会えないし、こんなシチュエーションになることなどありはしないと思う。

「今の言葉、本気にしていい？」

　健斗に問われ、真由はこっくりと首を縦に振った。

「じゃあ、一回目のセックス・セラピーは、できるだけゆっくり……。真由の心と身体をほぐしてあげることを目的にしよう」

　真由は頷いて、ほっと息を吐いた。

　今日を限りに、貞操観念に凝り固まった自分と決別する。

　彼と出会いともにすごした数時間で、真由は自分のいろいろな部分が変わってしまったように感じている。けれど、それは決して悪いほうにではないはず……。

「時間は大丈夫？　一度そうなったら、すぐには帰してあげられないと思う」

　真由を見る健斗の目に、今までとは違う色が宿ったような気がした。

「あります。大丈夫です……！　今日は友だちの家に泊まる許可を得てますから」

　そう言っている声が、上ずっているのがわかる。

（やだ……はずかしいっ……）

　やたらと前のめりになっている今の自分は、セックスに興味津々の女子高生みたいだ。

「そうか。もしかして、元カレと夜をすごすつもりで？」

「いいえ。別れ話をされること、なんとなく気づいていたので……。だから、今日は家に帰りたくなくて……。でも、友だちにはまだ連絡してないんです。だから、平気です」

「じゃあ、安心して真由を抱けるね。できるだけ優しくするよ。真由を怖がらせてしまったら、もともこもないからね」

　彼は真由を抱いたままフロア中央に置かれたスタイリングチェアの前に立った。

「この椅子は特注品なんだ。長く座っていても身体に負担がかからないように、いろいろと工夫してある。めいっぱい倒せば平らになるから、ベッド代わりにすることもできる」

　示された白いスタイリングチェアは、一見しただけではサロン用の椅子とは思えないほどデザイン性が高いものだ。シートは横長のクッションを帯状に繋げたような作りになっており、人一人をすっぽりと包み込むほどの大きさがある。

　その上にそっと下ろされ、改めてキスをされた。シートがゆっくりと倒れていき、かろうじて鏡が見えるくらいの角度で止まる。

「寒くない？」

「はい……」

　真由は、こくりと頷く。寒いどころか、むしろ熱いくらいだ。たったあれだけのワインで酔うとは思えないけれど、さっきからやけに呼吸が乱れ、息が荒くなってしまっている。

「そうか。何かあったら、すぐに言ってくれていいから。僕は、この椅子に座る女性をもれなく綺麗にして、幸せな気持ちになってもらいたいと思っている。真由、君がその第一号だよ」

　キスで唇を塞ぎながら、健斗が真由のブラウスのボタンを外していく。途中、背中を軽く持ち上げられ、ブラジャーのホックを外される。

「ん……んっ……」

　零れ出た乳房が、健斗の掌に包み込まれる。そのままこねるように揉まれて、いつの間にか閉じていた目の周りが、かっと熱くなった。

「ぷぁ……あっ……」

　唇を解放され、真由は大きく息を吸って喘いだ。目を開けて胸元を見ると、ちょうど健斗が左乳房を口に含むところだった。

　何も言う暇もなく胸の先を吸われ、舌で転がされる。たちまち全身が熱く総毛立ち、唇から嬌声が零れ出した。

「あ……あっ！　あんっ！」

　はじめての愛撫に戸惑っているうちに、スカートのジッパーを下ろされて下肢がすっかりあらわになる。

　お風呂場でもあるまいし、こんな明るいところで裸になるなんて――。

　今さらながら身体がガチガチにこわばり、呼吸がひどく乱れてくる。

「大丈夫。すぐに慣れるよ。少し暗くしようか？　そのほうが真由も大胆になれるかもしれない」

　健斗がリモコンを操作すると、フロア中の灯りが一気に光度を下げた。今までの白色の光が、とろりと柔らかなはちみつ色に変わる。

　健斗の言う通り、それだけでずいぶんと気持ちが楽になった気がした。

　唇を合わせ、くちゅくちゅと舌を絡めとられている間に、二人分の衣類がすべて床に落ちる。

「真由のペースで、ゆっくりと少しずつ進めていこう。はじめてのセックスは、一生に一度しかない。真由の理想のロストヴァージンは、どんなの？　遠慮なんかしなくていいから、言ってごらん？　できる限り真由の望みを叶えてあげたいんだ」

　繰り返されるキスが、首筋を下りて胸のほうに下がっていく。彼の唇が、真由の胸の先を取り込む。

「ぁんっ……！」

　平らになったスタイリングチェアの上で、真由は大きく息を吸った。下を見れば、自分の乳房にキスをする健斗の顔が見える。何度確認しても、夢じゃない。これは紛れもない現実であり、真由は今から健斗とセックスをする。

　どうしてこんなことができるんだろう？　理想のロストヴァージンってどんなの？

　頭で考えても答えは得られそうもなかった。

　真由は、今心に思い浮かんだままの言葉を、口にしてみる。

「私、本当のセックスがしたいです。……健斗さんと、本気で……。本当の気持ちがこもったセックスがしたいです。……あ……でも、これってセラピーの域を超えちゃってますよね？　わ……私ったら……ごめんなさいっ」

　言ってしまってから、自分がはずかしくてたまらなくなった。

　本当だの本気だのと言われても、これはセックス・セラピーであり、本当の恋愛のなかでの行為ではない。健斗は真由のロストヴァージンを無事済ませ、男性への拒否反応を少しでも軽減させようとしてくれるセラピストだ。

　彼は恋人ではない。そうとわかっているのに、つい夢中になって本来の目的を見失いそうになってしまった。

　真由が唇を噛んで下を向いていると、健斗が額の生え際にキスをしてくる。

「いいよ」

「……えっ……？」

　真由が顔を上げると、微笑んでいる健斗の顔が見えた。

「真由、僕と本当に本気のセックスをしよう。もともとそう思っていたし、真由も同じ気持ちでいてくれてすごく嬉しいよ」

「え？　え……ぁんっ……けん……とさんっ……」

　健斗のキスが顔中に降り注いだ。掌が真由の両脚を左右に分かち、花房の中で溢れそうになっている蜜を指先ですくった。

「真由……感じている顔が、すごく可愛いよ」

　再び唇を塞がれて、口の中を舌でまさぐられる。

　健斗のキスが真由の右の乳房を捕らえた。舌で乳暈の周りをなぞり、固くなった先端をやんわりと噛まれる。そうしている間に、彼の指は真由の下腹を軽く撫で、柔毛の向こうに潜む小さな膨らみに到達した。

　そんなところ、自分でもめったに触ったことがない。それなのに、健斗は何の躊躇もなく真由のそこに触れて、指の腹で円を描くように嬲り始めた。

「やああああんっ！　あ、あああああっ！」

　自分でもびっくりするくらい大きな声を上げてしまい、真由はあわてて口をつぐむ。けれど、与えられる刺激が強すぎて、どうしても声が漏れてしまう。

「今のは嫌がって出た声じゃないよね？」

　健斗に問われ、真由は何度も首を縦に振った。

「そうか、よかった。声、我慢しなくていいよ。ドアを開けない限りは外に聞こえない。この前を通る人たちは、僕らがここでどんなに淫らなことをしても、知らんぷりで通りすぎていくだけだ。僕がどんなに真由の身体を舐めまわそうと、ぜんぜん気がつかない。……真由、すごく感じてくれてるんだね？　蜜がどんどん溢れてきてる」

「そ……んな……こと……あんっ！」

　健斗がおもむろに上体を起こし、椅子の足元に移動をする。そして、真由の膝を左右に広げながら押し上げ、濡れた秘所をあらわにする。

「ひぁっ……！　あ……ダ……ダメっ……！　こんなの――ああんっ！」

「なんでダメ？　真由の身体は、すごく悦んでいるみたいだけど？　……はじめてなのに、こんなに濡らして……。貞操観念が強かった反動が出ているのかもしれないね。ほら、自分でもわかるだろう？　真由のここ、気持ちよさそうにひくついてる」

　健斗が真由の秘所にキスをする。

　驚いて下を向くと、上目遣いに自分を見る健斗と目が合う。これみよがしに蜜をすする健斗を目にして、真由の中に小さな劣情の火が宿った。

　心臓が破れそう――。

　だけど、どうしても目の前の光景から目を離せずにいる。

　健斗の手が伸びてきて、真由の右の乳先を摘んだ。そして、そこを指で嬲りながら、舌で硬く突出した花芽をくすぐる。

「真由のここ、すごく硬くなってるね。これって、感じている証拠だよ」

　勃起した花芽を唇の中に取り込まれ、指で蜜窟の縁をマッサージされる。濡れそぼった溝を繰り返し舐め上げられ、真由は椅子の縁を強く掴んで嬌声を上げ続けた。

「あんっ！　あっ……ああああっ！」

　健斗の指と舌が、真由の羞恥の殻を破っていく。

「鏡を見てごらん。今の真由は、さっきまでの真由とはぜんぜん違う。貞操観念に囚われない、自由で魅力的な女性だ」

　真由は目を瞬かせ、改めて鏡に映る自分を見た。そこには、足を椅子の外に投げ出して、健斗からの愛撫を享受している自分がいる――。

　ほんの一時間前の自分とは、まるで違う。

　だけど、間違いなく自分だ。

　あれほど男性に触れられることに嫌悪感を抱いていた自分が、はじめての愛撫にとろけあられもない恰好で椅子の上に横たわっている。

「……これ……本当に、私……？」

「そうだよ。真由は、ずっとこうしてほしかったんだと思うよ。だけど、相手が誰だっていいわけじゃなかった。そうだろう？」

　真由の固く閉じた蜜窟の入り口に、健斗の指先が沈んだ。

　途端に蜜窟の入り口がキュッと窄まり、下腹の奥に火が着く。意識が彼の指に集中する。

「ぁ……んっ……！」

　唇から吐息が漏れ、全身が震え出す。

　たぶん深さは爪の長さにも満たない。

　だけど、自分の中に他人が入っているという感覚が、真由の心を大きく揺さぶっている。

　おもむろに起き上がった健斗が、真由の上に覆いかぶさってきた。

　唇にキスをされると同時に、彼の指がさらに真由の中に埋め込まれる。

「んっ……ん、んっ……！」

　真由は夢中になって健斗の肩に腕を回した。

　指が真由の中をこね、入り口を少しずつほぐしていく。

　健斗が、どこかから取り出した小さなビニールの袋を破った。

　真由は彼がそれを装着するさまを見つめながら、自分の息がどんどん浅くなっていくのを感じている。

「怖くない？」

　健斗の切っ先が、真由の蜜窟の入り口を撫でた。

「ちょっとだけ……。でも、もう期待のほうが大きいかも……」

　なんてはしたないことを言っているのだろう？　けれど、それが嘘偽りのない本当の気持ちだ。

「そう？　嬉しいな……。僕も同じ気持ちだよ。早く真由の中に入りたい」

　蜜窟の縁をこねる硬く滑らかなものが、今にも真由の中に入ろうとしている。

「真由……さっきあのカフェで真由と出会えてよかった……。真由……好きだ。大好きだよ――」

「健斗さんっ……あ……ああぁっ！」

　視線を合わせながら、健斗が真由の中にゆっくりと入ってきた。

　切っ先が隘路に分け入り、全身に衝撃が走る。唇が合わさり、身体をぎゅっと抱き締められた。薄っすらと開けた目蓋の向こうに、健斗の真剣なまなざしが垣間見える。

「辛くない？」

　たずねられても、まともに答えることすらできない。

　ただ頷くばかりの真由の唇に、健斗が繰り返しキスを落としてくる。

「真由……。真由……」

　キスをするごとに名前を呼ばれ、小さく返事をするたびに健斗の目が微笑む。

　身体の中に大きくて硬い熱の塊を埋め込まれたように感じる。

　唇を合わせながら、健斗がそろそろと腰を動かし始めた。決して激しくはない。けれど、はじめて知る男性の身体に、全身が石のように固まってしまっている。硬さを増した屹立の括れが、真由の内奥の一点を掻いた。

「あっ……！　あ、あ……ゃ……あっ……そ……こ……何っ……？　やあああんっ……！」

　突然身体が椅子から抜け落ちたようになり、真由は必死になって健斗にしがみついた。

　脚を上げ、彼の腰の上で足首を交差させる。
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「そう……上手だよ、真由」

　健斗の腕が、真由の膝の内側を抱え上げる。そして、眉間に深いしわを刻みながら真由の内奥に屹立の先を潜り込ませた。

　呼吸が途切れ、頭の中が熱でぼんやりとしてくる。腰を引かれて、突き戻される深さが徐々に深くなっているみたいだ。

「真由……。真由の中、信じられないほど気持ちいいよ……。このまま中に入っていると、真由の中でとろけてしまいそうだ」

「……ほ……本当ですか？　健斗さん……わたしの中っ……あ、あ……あああんっ！」

　話している途中で、健斗のものが真由の中で質量を増した。途端に内奥が圧迫され、中がびくびくと震え出す。

　無意識に下を向くと、健斗を受け入れている自分の秘所が見えた。

「やっ……えっ……やだっ……」

　突然淫靡すぎる光景を目にして、真由の身体から一気に力が抜けてしまう。

「真由……」

　名前を呼ばれ顔を上げると、唇に濃厚なキスをされた。

　そのままの姿勢で、健斗が真由の奥深くに入ってくる。切っ先が真由の最奥に達し、舌が真由の口の中をいっぱいにした。

　中を繰り返し掻かれ、身体中の血液が沸いているような感覚に陥る。

　全身が浮遊感に包まれた時、真由の中で何かがパンと弾けた。下腹がじぃんと熱くなり、切れ切れの嬌声が唇から零れ落ちる。

　そうするつもりなんかないのに、彼を包み込んでいる場所が不随意に痙攣しているのがわかる。

「真由……。中……すごく感じてるね。……真由……真由……」

　繰り返し名前を呼ばれながら、腰を動かされる。

　頭の中が空っぽになり、胸が熱くなった。

「もっと……もっと抱いてください……。健斗さんっ……けん……あっ……あぁんっ！」

　身体がビクリと跳ね上がり、筋肉が硬直する。最奥を突く健斗のものが、真由の中で力強く脈打つ。

「真由……。大丈夫か？」

　近くにいるはずの健斗の声が、だんだんと遠くなっていくような気がする。

　声が出ないし、もう何も考えられない。

　真由は襲ってくる気だるさに飲み込まれ、健斗の腕の中で意識を手放してしまった。

















第二章　別れは突発的に












　週明けの月曜日。

　真由は、いつもどおり「エターナルライン生命」の受付に座り、にこやかな顔で来客の対応をしている。

「なぁに？　今日はやけにご機嫌だね。何かいいこと、あったんでしょ？」

　カウンターの前に人がいなくなったのを見計らって、隣にいる川田絵里が真由の腕を指先でつついた。彼女は同じ派遣会社に所属する仲間でもある。

「えっ？　私、そんなふうに見える？」

「見える見える。だって、浮かんでいる笑顔がいつもとはぜんぜん違うよ？」

　絵里に言われ、真由はカウンターの内側に置いてある鏡を覗いた。

　なるほど、そこに映っている顔は本物の微笑みを浮かべている。

（ほんとだ……。私ったら、すごく嬉しそうに笑ってる）






　朝、土曜日に真由を振った元カレが多少気まずそうな顔で受付の前を通りすぎた。

　だけど、不思議なくらい何の感情も湧かない。いつもなら別れたあと、ひと月は気分が沈みがちになるのに今回に限っては、まるで違う。

（やっぱり、健斗さんのおかげかな……）

　ランチタイムに、真由は会社近くのカフェで一人物思いにふける。

　土曜日の午後、オープン前のヘアサロンで健斗に抱かれた。

　あの日スタイリングチェアの上で、はじめての快楽を味わったあと、気がついたら上階にある彼の部屋のベッドの中で朝を迎えていて――。

　見慣れないベッドの上で目覚めた時、真由は自分がまだ夢を見ているのだと思った。

　けれど、自分を覗き込む健斗の視線に気づき、すべてが現実であったことを悟ったのだ。

「おはよう、真由。身体、大丈夫かな？」

　健斗は真由の身体を抱き寄せ、額にキスをしてくれた。

　彼の話によれば、真由は前夜抱かれている途中で眠ってしまったらしい。その後、何度か目を覚ますものの終始寝ぼけているような様子だった、と。

　言われてみれば、なんとなく彼とともにシャワーを浴びたような記憶が残っていた。

（まさか、あんな形でロストヴァージンしちゃうなんて……。でも、これって本当に現実かな……？　まさか、長い夢を見ているとか……）

　真由は、周囲に気づかれないように注意しながら、こっそり自分の頬をつねってみた。

「痛っ……」

　やはり夢ではない。

　唇を噛み締めて下を向くと、真由は込み上げてくる喜びを必死になって噛み殺した。

　健斗は自分から連絡先を交換しようと言ってくれた。忙しい彼のことだ。あいにく平日は予定が詰まっていたけれど、今度の土曜日にまた会う約束をしている。

　真由はフルーツたっぷりのサンドイッチを食べるのも忘れて、スマートフォンの画面に映る健斗の横顔を見つめた。そうしながら、改めて健斗と出会い一夜明けた朝のことを思い出してみる。

　その日の午後に用事があるという健斗に、真由は自宅近くまで車で送ってもらった。

　彼は赤信号で停まるたびに真由の手を握り、キスをしてきた。

　そして、真由がいよいよ車を降りる寸前、突然腕をとって車内に引き戻し、きつく抱き締めてきたのだ。

『好きだ、真由……。これは本当で本気の気持ちだ』

　そう言ったときの彼の顔には、真剣な表情が浮かんでいた。

　思い出すたびに、顔がにやけてくる。

　元カレに振られた数時間後に、飛び切り素敵な彼氏ができた。真由はもうヴァージンじゃないし、セックスによってもたらされる快楽を知っている身だ。

　きっとまだ、健斗以外の男性には拒否反応を示してしまうことだろう。

　だけど、健斗が恋人である以上、それを無理に克服する必要はない。

　彼は真由にセックス・セラピーを施しただけではなく、真由にはじめての恋心を抱かせてくれた。もう「尻軽女」なんて呼ばれなくてすむし、今となっては健斗以外の男性なんか考えることもできない。

　ランチを終え、真由は会社に戻る前に通りかかったセレクトショップに入った。そこは輸入雑貨を取り扱う店で、フロア奥にはちょっとしたギフトコーナーが設けてある。

　真由はそこに置いてある男性用ハンカチを眺めた。そのうちの何枚かを手にして首をひねる。

　健斗は返さなくていいと言ってくれたけれど、もう一度きちんとお礼を言うためにも、今度会う時までに新しいハンカチを用意しようと思ったのだ。

「よっ、真由」

　突然背後から声をかけられ、真由は驚いて後ろを振り返った。

「高森さん……お疲れ様です」

　高森は、真由が派遣されて最初に交際を申し込んできた男だ。

　当時の真由は知らなかったが、彼は「エターナルライフ生命」創始者一族の一人らしい。なかなかの容姿だし、人当たりも悪くない。

　真由は前向きな気持ちでその申し出を受け入れ、ちょうどひと月の間彼と恋人関係にあった。その間にデートを四回ほどしたし、一度映画館の中で肩を抱かれキスをされそうになった。

　しかし、例によってスキンシップが取れない真由は、高森からあっさり別れを告げられてしまう。

　彼は真由のはじめての彼氏だったし、振られた時には相当ダメージを食らった。図らずも高森の前で涙を流してしまったのが、よくなかったのだと思う。それ以来、彼は真由がいまだ自分に未練があると勘違いしているようで、何かにつけて真由に声をかけてくるのだ。

「何やってるの？　……って、それ、男もののハンカチじゃん。もしかして新しい彼氏でもできた？　そうかぁ、真由もついに男を受け入れられるようになったんだな。それが俺じゃなかったのは残念だけどな……。で、どこの男？　社内？　社外か？」

　矢継ぎ早にまくし立てられ、真由はハンカチを手にしたまま口ごもった。

「え？　まさか広報部の矢部じゃないよな？　あいつ、この間一緒に飲んだ時、真由のこといいなって言ってたから」

「ち、違います！　社内の人じゃないし、高森さんの知らない人です」

「そうなんだ。へぇ……ちょっと妬けるな」

　高森が、ふいにハンカチを持つ真由の手を握った。

　途端に全身に鳥肌が立ち、後ろの棚にぶつかる勢いで高森の手を振り払った。

「……っと、なんだ。まだダメなんだ？　男に触れられるの。彼氏できたんだろ？　そんなんで大丈夫か？」

　店内には何人か人がいるが、誰も真由たちのほうを見る者はいない。

「俺、秘書課の彼女と二週間前に別れて、今はフリーなんだ」

　聞きもしないことをペラペラとしゃべりながら、高森はなおも真由に近づこうとしてくる。

「さすがによりを戻すってのはないけど、もしよかったら俺が真由の練習台になってやろうか？」

　明らかにおもしろがっている高森が、口元に下衆な微笑みを浮かべた。

「け……結構です！」

　真由はハンカチを持ったまま高森の横をすり抜け、レジに急いだ。対応してくれた店員にプレゼント梱包を頼み、後続客の邪魔にならないようカウンターから少し離れた位置に立つ。

　高森は何を思ってか、まだ店から出ずに棚に並べられた商品を眺めている。

　商品を受けとって急いで店を出ると、真由は会社とは別方向に歩き出した。万が一のことを考え、高森が通りそうな道を避けようと思ったのだ。なるべく急ごうと思っているのに、そんな時に限って横並びになって歩くサラリーマンの集団に道を阻まれてしまう。

（ぐずぐずしてたら追いつかれちゃう！）

　持っていたトートバッグを肩にかけ、集団の合間をすり抜けようとしてみる。けれど、一歩踏み出す前に、店から出てきた高森に見とがめられてしまった。

「待てよ、真由。会社はそっちじゃないだろ？」

　あっという間にすぐ近くまで追いつかれてしまい、真由は暗澹たる気持ちでそっぽを向く。サラリーマンたちは、チラチラとこちらを窺いながら真由の横を通りすぎていった。

　真由は無言で高森に背を向け、足早に歩き出す。しかし、すぐに追いつかれ、斜め前に回り込まれる。

「待てよ。……あ、もしかして俺を避けてる？　おいおい、なんでそんなことするかなぁ？　俺に振られたこと、まだ気にしてんの？　……まったく、女ってやつはいつまで過去を引きずるんだろうなぁ」

　高森が顔に薄ら笑いを浮かべる。

　勘違いもいいところだ。以前にも同じようなことを言われたことがあるが、どうしてこうも自分勝手な解釈ができるのだろう？

「わかった……。じゃあ、お試しでもう一回付き合おうか、俺たち」

　あまりにも見当違いなことを言われ、真由は一瞬だけ立ち止まった。

　高森はすぐさま行く手を阻むようにして立ちはだかる。逃げようとしたが、通りすがるＯＬたちに道を塞がれてしまう。

「俺もあれから何人か彼女作ったけど、ぜんぶイマイチだったんだよね。一回寝ただけで彼女面はするし、なんていうか皆男ずれしててさ。上品ぶってても、結構遊んでんのバレバレだし、ヤってても、こいつこれまで何人の男に脚開いてきたんだろうなぁ、なんて考えたりしてさ」

　一方的に話す高森の顔が、ものすごく醜悪に見える。そういう自分は、いったい何様のつもりなのか。

「その点真由は違ったよな。俺のこと会社がらみの目で見なかったし、やたらとベタベタくっついてきたりしなかったもんな。今となっては貴重だよ、そんな女……。なぁ、真由。……お前って、まだヴァージンだろ？」

　耳の近くでそう囁かれた時、さすがに黙ってはいられなかった。沸々と湧いてきた怒りに任せて、真由は高森のほうに向きなおり、左手で彼のネクタイの結び目を掴んだ。

「そんなこと高森さんと何の関係があるんですか？　いったい何の権利があって、そんなことをいうんですか！」

　近くに迫る高森の顔――。その顔には、もはや嫌悪しか感じない。

「いい加減、元カレ面するのやめてください！　それに私、あなたに振られたことなんか、これっぽっちも根に持ってなんかいませんから！」

　気がついた時には、右の掌で高森の頬を思いっきり引っ叩いていた。

　高森があっけにとられ立ち尽くしている間に、真由は悠然と彼に背を向けて歩き出す。いつの間にか注目を浴びていたらしく、遠巻きに真由たちを見ていたやじ馬から、小さく歓声が湧き起こった。

　だけど、そんな称賛がなんになるだろう。今までさんざん高森につきまとわれた。なのに、真由はずっと我慢して何も言い返さないまま今までやってきたのだ。

　なぜもっと早く高森を突っぱねる勇気が出なかったのか。嫌とはっきり言わなかった自分が、あまりにも不甲斐ない。しかしながら、ようやく言いたいことを言えて、胸がすっきりした。

（でも、もうクビ確定だよね、これ……）

　創始者一族の男の頬を叩いてしまったのだ。きっとすぐに、派遣会社に連絡がいくだろう。

　それに、冷静になって考えてみるに、やはり手を出したのはよくなかったと猛省する。

　だが、やってしまったことは、もう取り返しがつかない。

　仕事には、それなりにやりがいを感じていたけれど、もう潮時がきたのだろう。

　派遣先とはいえ、仕事を変えるとなると、また祖父がうるさく詮索してくるに違いない。今までそれが嫌で、元カレのいる会社に居続けていた。

　しかし、そもそもそんな弱気な自分が高森のつきまといを助長してしまったのだと思う。

　それにしても、どうして急にあんなことができたのだろう？

　いや、逆になんでこれまでの度重なるセクハラ発言を我慢してきたのか。

（これも、ある意味健斗さん効果なのかな？）

　その日の午後、真由は一種晴れやかな気持ちで受付に座り、朝とはまた違う自然な笑みを浮かべながら仕事をこなした。










　火曜日に派遣会社に連絡を入れ、転職の申請をする。高森はまだ何のアクションも起こしていないらしく、何事もなく五日間がすぎて無事週末を迎えることができた。

　また健斗に会える！

　今週になってから、毎日真っすぐに家に帰り、努めて祖父の機嫌を損ねないようにしてきた。

　祖父は厳格であると同時に、割と単純な男だ。真由の努力が功を奏したのか、土曜日に泊まりがけで外出するという予定は、案外あっさりと認められた。

（……って、二十五歳にもなって、いちいち外泊の許可がいるとか……）

　過保護というよりは、ただ単に時代遅れなだけだ。きっと健斗だって、内心あきれていたことだろう。だけど、今はそんなことを気にしている心の余裕なんかありはしない。

　デート前夜、念入りに風呂に入り、身体中をピカピカに磨き上げた。

　待ち合わせの時間は、午後二時。場所は自宅兼ヘアサロン『ゼウス』三号店だ。

　自宅を出て最寄り駅まで歩いた。予定していた電車に乗り込み、つり革を持つ。あと三十分もすれば、健斗に会える。

　真由は、はやる気持ちを抑えながら窓の外を見つめ続けた。出会い方はどうあれ、もう彼を心から想っている。

　人に言えば、そんなのは所詮身体だけの繋がりだと言われるかもしれない。

　けれど、誰がなんと言おうと真由にとって、あれは運命的な出会いだった。

　途中駅に到着し、大勢の人が乗り換えのために電車を降りていく。あちこちの席が空き、真由も目の前の空いた席に腰を下ろす。バッグからスマートフォンを取り出し、時間を確認する。

（あ、そうだ……）

　真由は、これまで何度か「雑賀健斗」でネット検索をしようとした。

　しかし、結局はそれを実行できないまま日々をすごし、今また検索をしようかどうか思い悩み始める。

　これまでに様々なメディアへの露出があった健斗のことだ。きっと、検索すればいろいろな情報を得ることができる。けれど、中にはあまり知りたくないものが混じっているかもしれない。真由はそんな漠然とした不安に駆られ、実際に検索するのを躊躇していたのだ。

（でも、もういっか）

　真由は表示された検索バーに「雑賀健斗」と入力した。タップして結果を表示させる。すると、びっくりするほど多くの記事がヒットした。

（やっぱり、健斗さんって有名人なんだなぁ）

　真由はその中で一番新しいウェブ雑誌のインタビュー記事を閲覧する。

　内容は、これまでの彼の経歴と将来の展望について。掲載されている写真は、すべて既存のヘアサロンの店内で撮られたものらしい。

　記事を読み進めていくと、急に仕事とはまるで関係のない質問が並び始める。インタビュアーは時折テレビでも見かけるモデル兼タレントの女性だ。彼女は『ゼウス』二号店の常連客のようで、見開きの端っこには、何年か前に撮ったらしい健斗とインタビュアーとのツーショット写真が掲載されている。






――彼女とか、いるんですか？

「僕も、もう今年で三十二歳ですからね。まぁ、ご想像におまかせします」

――そのルックスだとモテすぎて困るでしょうね。

「さぁ、どうでしょう（笑）」

――あなたにとって、女性とは？

「僕は、すべての女性のお客様を自分の恋人だと思って仕事をしています」

――じゃあ『ゼウス』に行けば、もれなく雑賀さんの恋人になれるってわけですね（笑）

「それはどうかな」

――今度お店に行った時、実際に検証してみようと思います！






（え……なにこれ……）

　始めは調子よく読み進めていた。けれど、だんだんと真由の心の中にもやもやとした暗雲が立ち込め始める。しかし、すぐにそれを振り払うように小さく頭を振った。

　写真の中の健斗は、誰が見ても好感を持つほど穏やかな微笑みを浮かべている。

（なにこれ、は、私のほうだよね。こんなの仕事の一環にすぎないのに、やきもちやいちゃうとか、みっともない……）

　もう二十代も後半に差し掛かろうという女が、子供のような嫉妬心を発揮してどうする。

　真由は自嘲して、そっと肩をすくめた。しかし、心の隅にちょっとした不安が生まれたのも事実だ。

　健斗は真由のことを「好きだ」と言ってくれた。

　何度もキスをしたし、身体も交わらせた。そして今、こうして彼に会うという約束を果たすために電車に乗っているのだ。

（すべての女性客が恋人……って、まさか……ね）

　真由はスマートフォンを持つ指先に力を込めた。

（もしかして、私もそのうちの一人にすぎない……とか？）

　だけど、真由はお客として『ゼウス』に行ったのではない。

（だから、違う……。でも、健斗さんは元はと言えば私にセックス・セラピーをしてくれるセラピストで――）

　しかも、店がオープンするまでの間限定。

　セラピーを受けるのなら、お客扱い？

　だけど、健斗は「本当の本気で」真由を好きだと言ってくれた。その言葉に嘘はないと信じているし、真由が知っている彼はいい加減なことを言うような人ではない。

（でも、そういえば私と健斗さん、ちゃんと付き合うとか……そういう話、まだしてないよね……）

　そう思った途端、胸の中の不安が一気に増大する。

　悶々としながら最寄り駅に到着し、改札を出た。

　約束の時間より一時間も早く着いてしまったのは、デート前に少しウィンドウショッピングをしようと思っていたからだ。

　目当てのファッションビルは『ゼウス』の少し先にある。真由は道を歩きながら、小さくため息を吐いた。

　胸に不安を抱えてしまった今、少しでも早く健斗に会いたい。しかし、いくらなんでも一時間も前に行くなんてマナー違反だ。それに、健斗と付き合っていく以上、もう少し服装に気を遣おうと思い、こんなにも早く出かけてきたのだ。

　歩き続け『ゼウス』の前に差し掛かった。前に来た時と同様、窓という窓には白いロールカーテンが下ろされており、中を窺うこともできない。

　それでも、できるだけ店の近くを歩こうと思い、人の流れを気にしながら、ガラス窓に近づいた。歩を進めながら、入り口のドアのほうに視線を向ける。

　すると、真由が前を通りすぎる絶妙のタイミングでドアが開いた。

「あ――」

　伸びてきた手に腕を掴まれ、あっという間に店の中に引き込まれる。

　だけど、そうしたのは健斗ではない。

　真由は驚いて自分を引き込んだ相手に向きなおった。それは、エキゾチックな容姿をしたスレンダーな女性だ。

　もしかすると、ハーフ？　いや、目の色からすると純粋に外国の人なのかもしれない。

　頭の中が混乱する中、真由は自分を睨みつけてくる女性に対して戸惑いを隠せないでいる。

「あ……あの……あなたは――」

　真由が口を開くと同時に、女性が掴んでいた真由の腕を思い切り振り払った。

　肩にかかる栗色の髪がふんわりと揺れる。

「私？　私は健斗のマネージャー兼恋人の武田たけだジュリア。あなたのこと、ぜんぶ知ってるわ。浅香真由って名前も、『エターナルライフ生命』の受付をしてるってこともね。何なのよ、あなた！　一度くらい健斗と寝たからって、何様のつもり？　なんでまたここに来たのよ？　もしかして、健斗との約束を本気にした？　はっ、笑っちゃうわ！　取り立てて美人でもない、会社の近くで男を引っ叩くようなアバズレのくせに！」

　女性は真由の肩に手をかけ、そのままソファの前まで引っ張っていく。無理矢理腰をかけさせられ、正面から見据えられる。

「おあいにくさま！　健斗はここにはいないわ。私に浮気がバレて、ここから逃げ出しちゃったの。スマホ、見てみて。健斗から連絡が入っているはずだわ」

　ジュリアに言われ、真由は急いでバッグからスマートフォンを取り出してメッセージを確認する。

　すると、確かに健斗からメッセージが届いている。

『ごめん。急な仕事で今日会えなくなった。また連絡する』

　読み終えると同時に、横から伸びてきたジュリアにスマートフォンを奪い取られた。

「『また連絡する』？　もう、健斗ったら……。言っておくけど、これ、嘘だから！　彼、優しいからこう書いているだけよ」

「か、返してください！」

　真由が言うと、ジュリアはいかにも不機嫌そうな顔をしてスマートフォンを真由の膝の上に落とした。

「それにしても、あなた……。よくも、オープン前のこの店で健斗とセックスなんかしたわね！　あの椅子、特注なのよ？　ここのお店は、私と健斗の努力の集大成なの！　なのに、健斗ったらこんな貧相な女を引っ張り込んで……」

　ジュリアはこれみよがしに眉間にしわを寄せ、大げさなジェスチャーで不快感を表した。

「いい？　もう二度と健斗に近づかないで。そうでなきゃ、ひどいことになるわよ。あなたと健斗が素っ裸で絡み合ってるとこ、ぜんぶ監視カメラの記録に残っちゃってるから！」

　ジュリアの言葉に、真由は大きく目を見開いて、絶句する。

「心配しなくても、映像は私がちゃ～んと保管しておいたわ。このことは、一応健斗にも伝えておく。万が一気まぐれを起こしてあなたに連絡を取ろうものなら、即動画流出させるって脅しつきでね。いい？　あなたもそのあたりは承知しておいて頂戴」

　つまり、二人は今後絶対に連絡は取り合ってはいけないということ。

　真由の顔から血の気が失せたのを見届けたジュリアは、ようやく満足そうに微笑みを浮かべる。

「まったく……カリスマ美容師のスキャンダルの相手が、一介のＯＬとか、残念すぎるわ。さ、もう行ってくれる？　私、これから健斗と合流しなきゃいけないから」

　ジュリアに追い立てられるようにして店を出た真由は、何も考えられないまま、ただ道を歩き続けた。

（嘘……。こんなのって、ない……）

　気がつけば、健斗と最初に出会ったカフェの前まで来ていた。

　あの日から、まだ一週間しか経っていない。

　真由のはじめての恋は、突然ここで始まり、今同じ場所ではっきりとした終わりを迎えたのだ。










　それから三日経った火曜日。

　真由は派遣会社から連絡をもらい、今週の金曜日で「エターナルライフ生命」の受付を辞めることになった。明日から同じ派遣会社から新しい受付担当者が来る。真由は仕事の合間に引き継ぎ用の資料を作り、隣に座る絵里に随時それを渡した。

「どうして急に辞めちゃうのよ。もしかして、高森さんのことが原因？」

　真由は知らなかったが、情報通の絵里曰く、真由にこっぴどく拒絶された高森は何を思ったか周りのごく親しい者に真由とよりを戻すと宣言しているらしい。

「なんで私が高森さんとよりを戻すの……。ありえない」

　真由が言うと、かつての事情を知る絵里も同意して頷く。

「だよね。今さら何だって感じ。それに、最近高森さんって評判イマイチなんだよね。創始者一族だってだけで、さほど成績もよくないし、女癖が悪いし」

　いったいなぜ、急によりを戻すとか言ってくるのだろう？

　先日言っていたとおり、場数を踏んでいる女性が嫌になったというのが理由か。

（おあいにくさま。私はもうヴァージンじゃないし）

　頭に思い浮かんだ「おあいにくさま」のフレーズが、ジュリアのことを思い出させる。

　土曜日に連絡をもらってから、健斗からは何も言ってきていない。

　あれほど何度もキスをして身体まで合わせたのに、所詮ただの浮気だったのだろうか。

　好きだと言ってくれた言葉も、本当に本気だと見つめてくれた視線も、すべて偽りのもの……。

　そうとわかっていても、いまだ健斗のことが忘れられない。

　一緒にすごした時間はわずかだけど、その時の思い出が今も真由の胸を熱くしているのだ。

（なんで……？　どうしてこんなに楽しくて嬉しい思い出ばかり残ってるの……）

　たった一日だけの思い出。

　なのに、その一分一秒が心に刻み込まれていて、どうしても忘れられない。










　特に何事もなく二日間がすぎ、いよいよ「エターナルライフ生命」での最終日を迎えた。

　その日すべての引き継ぎを済ませ、無事仕事が終了する。

　絵里を含む仲が良かった同僚たちと近々食事をする約束をして、一足先に帰途についた。

　途中寄り道することなく真っすぐに家を目指し、さっき帰りついたばかりだ。

　着替えを済ませ、居間のちゃぶ台の前に一人座って熱い日本茶を飲む。

　今読んでいる寄せ書きは、帰り間際に花束と一緒に手渡されたものだ。

『いつも浅香さんの笑顔に元気をもらっていました』

『浅香さんがいなくなると、会社に来る楽しみがひとつ減ります』

『もし売れ残ったら、いつでも連絡ください！』

　まじめな内容から冗談交じりのものまで、ひとつひとつ書いた人の顔を思い浮かべながら読んでいると、知らない間に涙が頬を伝っていたみたいだ。

「どうしたの、何かあった？」

　通りすがった母親にそう聞かれ、真由はあわてて掌で頬をこすった。

「ううん、なんでもない。もらった寄せ書き読んで、ちょっとセンチメンタルになっただけ」

　真由の正面に座った母親が顔を覗き込んでくる。

「そうじゃなくて、ここ最近の真由のこと。なんだか、落ち込んでいるみたいだから」

「落ち込んでる……？　私……」

　真由は母親の湯飲み茶碗にお茶を入れた。ふわふわと浮かぶ湯気が、真由の行き場のない想いを表しているように思える。

「うん、すっごく落ち込んでる」

　母親は昔から真由の味方だった。

　いまだに昭和初期のような家族の形を保っている浅香家において、祖父は絶対の存在であり誰一人彼に歯向かえるものはいない。理容店主の座は息子である真由の父親に譲ったものの、実際の権力者は祖父であることは家族のみならず近所の人たちも知っている事実だ。

　いわゆる頑固爺さんである祖父を舅に持った母親は、若い時相当苦労したらしい。しかしながら、もともと田舎の大家族育ちの母親は、家族における目上の者の扱いに長けており、さほど大きな揉め事もなく今に至る。

　どこか飄々としたところがある母親は、真由のことを常に気にかけてくれており、祖父にあからさまに楯突くことはできなくても、いろいろとフォローしてくれるありがたい存在でもある。

　真由は母親にだけは、これまで付き合ってきた元カレたちの話を聞いてもらっていた。むろん、すべてではないけれど、付き合い始めたいきさつや別れたタイミング、その理由については包み隠さず打ち明けてある。

　けれど、健斗に関しては打ち明ける暇もなく終わってしまった。今さら話してもどうなることでもないし、ぜんぶ話せば余計な心配をかけてしまいそうだ。しかし、誰かに話して客観的な意見を聞いてみたいとも思う。

「うん……実はね……」

　真由は健斗との出会いから別れに至るまでの話を、かいつまんで話した。

　さすがにロストヴァージンのくだりは省略したが、監視ビデオの件をやんわりと伝えたことで、それらしきことがあったことは察してくれていると思う。話ついでに、高森とひと悶着あったことも付け加える。

　母親は、終始黙ったまま真由の話に耳を傾け、時折小さく頷いたりしていた。

「なるほどね。……会社辞めたのも、そのせいだったってわけね？」

「うん……。それでなくても、もうそろそろ辞め時だったのかなって」

「エターナルライフ生命」を辞めた理由については、母親以外には真実を話していない。だから、ほかの家族は退社理由を派遣会社との契約満了によるものだと思っている。

「そう……」

　母親は何事か考え込むような様子を見せながら、お茶をすする。

「健斗さんって人、根は悪い人間じゃないと思うけど、なにせ住む世界がまるで違う人だからね……。まぁ、真由がどんな選択をしても、お母さんはそれを支持する。自分がしたいようにしたらいいよ。だけど、自分の気持ちと身体だけは大事にして。お母さん、それだけは言っておくよ」

　その夜、真由は布団に入ってから長い間考え込んでいた。

　目を閉じて、ただ呼吸をする。

　この一週間、いろいろなことを考えすぎて頭が飽和状態になっていた。そんな中、仕事をこなし引き継ぎも済ませて、今ようやく落ち着いてこれまでのことを振り返る時間を持つことができた。

（私……これからどうしたらいいんだろう……。恋も、仕事も……）

　健斗への想いは、依然断ち切れていないし、次の派遣先も未定だ。

（……自分の気持ちと身体だけは大事に……か……）

　さっき聞いた母親の言葉が、やけに胸に染みた。

　出会ってすぐに健斗に身体を許してしまったことを知ったら、母親はやはり怒るだろうか。だけど、決して勢いに任せて取った行動ではなかったし、少なくとも真由は本気だった。

　だからこそ彼に抱かれ、はじめてにもかかわらず快楽を味わうことができたのだと思う。

　出会ってから数十分後には、もう好きになってしまっていた。

（ああいうのも、ひとめ惚れのうちに入るのかな……）

　健斗は誰もが認めるほどの美男だけど、決して容姿やスペックだけで恋に落ちたわけではない。

　健斗にピンチを救ってもらい、その優しさに直に触れたからこそ彼に対しては拒否反応が出なかったのだろう。

『好きだ、真由……。これは本当で本気の気持ちだ』

　健斗は確かにそう言ったし、その時聞いた声が、今も耳の奥に残っている。

　せっかく、本当に好きになれる恋人ができたというのに、結局たったの一週間で終わりを迎えた。

　いや、健斗のほうは真由を恋人だと思っていなかったかもしれない。だとしたら、彼が言う本当で本気の気持ちとは、なんだったのか。

（……ううん、そんなことない……。健斗さんはそんな人じゃない……。私にはわかる。……根拠なんかないけど……）

　彼は過去のトラウマを真由に語り、恋愛しようという気がなくなっていたと言った。そんな中、理由は違うけれど同じく恋愛できない真由と出会い、縁を結んだ。

　けれど、彼にはジュリアという恋人がいた。

　それがわかった時点で、健斗が言った恋愛に関する言葉に矛盾が生じたことは認める。

　だけど、きっと健斗は彼なりに真由を本気で想ってくれたからに違いなかった。

　そうでなければ、抱き合った時にあれほど身も心も通い合ったと思うはずがないではないか。

（なーんて……。考えたところで今さらどうしようもない、か……）

　真由は大きくため息を吐いて横向きの体勢になる。

　この一週間、極力スマートフォンに触らないですごした。

　すでに健斗の連絡先は削除してある。ジュリアと話した時、彼女は真由にそうするよう強要したのだ。

　真由のスマートフォンは、知らない番号からかかってきた着信は自動的に拒否するよう設定がなされているし、履歴も残らない。ＳＮＳは一時使用停止にしてあるし、勤め先は辞めてしまった。

　ジュリアの話からすると、健斗が真由に連絡を取ろうとすることは万が一にもないだろう。

　仮にそうしようと思っても実質不可能に近い。健斗は真由の実家住所も理容店の屋号も知らないのだ。

『監視カメラの映像が外に漏れて困るのは、あなただけじゃない。健斗だって、そうなの』

　ジュリアは言い、真由と健斗の関係は今この時をもってすべて終わると宣言した。

　真由は『ゼウス』三号店に置かれた白いスタイリングチェアを思い浮かべる。

　あの椅子に座った時、真由はすべてが夢なのではないかと思った。

（でも夢じゃなかった。……だけど、夢だったと思わなきゃいけないんだよね……）

　もしジュリアに二人の仲が知られずにいたなら、今もまだ健斗との関係は続いていたことだろう。

（セックス・セラピー……たったの一回で終わっちゃったな……）

　健斗に抱かれ、あれほど強い快感を味わったのだ。むしろ、彼以外の人に触れられることに余計拒否反応を示してしまいそうだ。

　きっと健斗以上に好きになれる人なんかいない。

　彼以外の人に触れられたいなんて思わない。

「終わった……。私の人生……もう、終わりなのかも」

　真由はあお向けになった顔を掌で覆い、これまで生きてきた中で一番深いため息を吐くのだった。

















第三章　再会は必然的に












『みどり理容店』は、毎週月曜日と火曜日が定休日であり、午前十時に開店する。

　やってくるのは近所の固定客ばかりで、その大半が老人と小さな子供だ。

　週明けの月曜日、真由は母親に代わって家族全員の昼食を作っていた。

　真由の家は、築四十年の二階建て家屋で、駅前通りのちょうど真ん中に位置している。途中リフォームはしたものの、壁や床は積年の傷や凹みだらけだ。

「えっと……あとは三つ葉を添えて……と……」

　昼食のメニューは、親子丼とシジミの味噌汁。若干味は薄めに作ってある。

「大きいおばあちゃ～ん、おじいちゃん、おばあちゃん、お父さん、お母さ～ん、ごはんできましたよ～」

　大きいおばあちゃん、こと曾祖母のみどりは、先月九十二歳の誕生日を迎えた。理容店の屋号は彼女の名前をとってつけたものであり、毎日散歩を欠かさない彼女は、ここ何年も風邪ひとつ引かず元気だ。

　全員が台所にあるテーブルに着くと、祖父の合図をきっかけに皆が「いただきます」と言う。

「真由、お前新しい就職先は決まったのか？」

　祖父に問われ、真由は首を横に振った。

「ううん、まだ」

「そうか。せっかく理容店の娘に生まれたんだ。お前も理容師になったらどうだ？　今からでも遅くないぞ」

　祖父は真由に対して、定期的に「理容師になったらどうか」とたずねてくる。

　真由はいつものように曖昧に微笑むばかりで、はっきりと返事をしない。

　理容師が嫌というのではなかった。けれど、積極的に理容師になりたいという気持ちを抱いているわけでもないし、そもそも男性に触ることができないのだから無理な話だ。祖父だって、そのことを知らないわけではないから、さすがに強く言わないし言えないのだ。

　話は、すぐに今度ある理美容業者向けの展示会の話に移った。真由は早々に食べ終え、ごちそうさまを言って一足先に居間に移動をする。

（理容師……か……）

　真由は頭の中で『みどり理容店』で働く自分の姿を想像してみる。

　ユニフォームの白いシャツと黒のボトムスを身に着け、やってくる近所のご隠居や、その孫たちを店に迎え入れる自分を――。

　もし、真由がここで理容師をするなら、お客はほぼお年寄りや子供ばかりだ。だとしたら、理容師としてやっていけないことはないかもしれない。

　だけど、理容師になるには専門の学校で学び、国家試験に合格しなければならないのだ。その実技過程で、若い男性を避けることはできないだろう。

（やっぱり、無理……）

　男性に拒否反応を示してしまう今のままでは、どう考えても理容師にはなれない。

（無理ったら無理……。だって健斗さんのセラピーはもう受けられないんだもの……）

　いずれにせよ、完全に詰んでしまった。健斗とのことが終わってしまった今、自分には明るい未来なんか待っていないような気がする。

　あとからやって来た母親が、真由の隣に座った。

「真由、電話だよ」

　母親がちゃぶ台の上で光っている真由のスマートフォンを指さす。

「あ、ほんとだ」

　画面を見ると、発信者は絵里だった。ちょうどランチタイムだし、今日は新しい派遣社員が出社しているはずだ。画面をタップしてスマートフォンを耳にあてる。

「もしもし、絵里？」

『真由？　僕だ。健斗だ』

「えっ……？　健斗さん？」

　真由は驚きのあまり、茫然として固まる。母親と目が合い、ようやく少しだけ我に返った。

「どうして絵里の番号から……」

『今、「エターナルライフ生命」の受付に来てる。仕事、辞めたんだって？　今どこにいる？　話したい。これから出てこられるか？』

　健斗の声は、明らかに切羽詰まっているという感じだ。

「で……でも、ジュリアさんとの約束が――」

『ジュリア？　ジュリアって、俺のマネージャーの武田ジュリアのことか？』

「そうです……」

『なんでジュリアが関係あるんだ？　なんだかよくわからないが、とにかく今すぐに会いたい』

　何かしら察したらしい母親が、真由の腕を小突く。そして、真由を見つめながら手で行ってこいのジェスチャーをしてくる。

　真由は迷った。二人が連絡を取り合ったことを知れば、ジュリアが黙ってはいないだろう。

　けれど、健斗は真由がジュリアの存在を知っていることをいぶかしんでいる様子だ。

　何かおかしい――。

　健斗は、ジュリアに真由とのことがバレて戦々恐々としているのではなかったのか……。

「わかりました。今からそこに行きます」

　通話を終えると、真由は母親に洗い物を託して自室に向かった。大急ぎで出かける準備を整え、駅に急ぐ。電車を乗り継いでいる間に、そらんじていた健斗の番号をもう一度スマートフォンに登録する。

　まだ何が起こっているのかわからない。

　だけど、心はもうただひたすらに健斗に向かってしまっている。

「エターナルライフ生命」最寄り駅に到着し、改札を出たところで待ち構えていた健斗に出くわす。

「真由……！」

「……はいっ……健斗さん……」

　健斗に手を引かれ、近くに停めてあった彼の車に乗り込む。

「とりあえず、落ち着ける場所でちゃんと話そう」

　そう言われ、車を走らせてすぐのシティホテル上階の一室に連れていかれた。

　部屋に入るなり抱きすくめられ、唇を重ねられる。途端に身体が熱くなり、真由は夢中になって健斗の背中に腕を回した。

「なんでだ、真由……。どうしていきなり俺から逃げ出したんだ？　なぜジュリアを知ってる？　彼女といつ話したんだ」

　矢継ぎ早に質問され、キスの合間に返事をする。

「ジュリアさんとは、先々週の土曜日に健斗さんのところで――『ゼウス』三号店で会いました」

「僕が急な仕事で会えなくなったって言った日？」

「そうです」

　健斗が眉間にしわを寄せた。

「あの日僕はジュリアに言われてマレーシアに飛んだ。以前から交渉を進めていた業者が急遽契約を締結したいと連絡してきたと言って――」

　健斗はその後、七日間マレーシアに滞在した。無事契約は済ませたし、健斗としては早々に帰国したかったらしい。しかし、なんだかんだと持てなされ結局金曜日の夜にようやく帰国して真由に連絡を入れたのだという。

　だが真由とは一向に連絡が取れない。

　さすがに変だと思った彼は「エターナルライフ生命」の受付に電話を入れ、真由の退職を知るに至る。

「受付には仲のいい同僚がいると聞いていたし、電話では埒が明かないから直接受付に行った。それで、無理を言って絵里さんのスマホから真由に電話をしたんだ」

　健斗の手が、真由のスカートの裾をたくし上げた。

　すぐに指が下着の中に入ってきて、敏感なそこを軽く愛撫してくる。

「真由……こんなに濡れてるってことは、まだ僕のことを好きでいてくれる証拠だと思っていいか？」

「ぁっ……！　け……んとさ……あんっ！　あ……」
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　下着の上から秘所の湿度を確かめられ、すでに膨らんでいる花芽を指の腹でいたぶられる。

「ダ……メっ……あああっ！」

　健斗の指が、真由の蜜窟の中に沈んだ。途端に腰が砕け、身体が倒れそうになってしまう。

　すぐに健斗の腕に抱きあげられ、ベッドまで連れていかれた。

「ジュリアに何を言われた？　彼女は真由と会ったなんてひと言も言ってなかった。そもそも、どうして彼女が僕たちのことに関わっているんだ？」

「ジュ……ジュリアさん、自分のこと、健斗さんの恋人だって……あんっ！」

　ブラウスの前を開けられ、ブラジャーの上から胸の先を食まれた。

　すごく気持ちいい。だけど、同時に感じるじれったさに、つま先が硬く縮こまった。

「ジュリアが僕の恋人？　まさか……ありえない。彼女とは美容学校で知り合って、それ以来ずっとパートナーではあるけど、恋人じゃない。真由……僕の恋人は君だ」

　健斗の指が、ブラジャーのカップを引き下ろした。そして、真由と視線を合わせながら、あらわになった胸の先を舌で繰り返し弾いてくる。

「ジュ……ジュリアさん、か……監視カメラ……映像が残ってるって……。私と健斗さんが、裸で抱き合っているところが……。それを公開されたくなかったら、健斗さんにもう連絡するなって言われ――ぁんっ！　んっ、ん……」

　キスが唇に戻ってきて、健斗と間近で見つめ合った。

「監視カメラだって？　あそこにはそんなもの設置されていない。……ジュリアのやつ、なんだってそんな嘘を……。いったい何を考えているんだ……」

　健斗は、真由を愛撫しながらも訳がわからないといったふうに表情を曇らせている。

「ごめん、真由。なんにせよ、ジュリアの件は僕の責任だ。……だけど、事実を究明する前に、真由を抱きたい……。ずっと我慢してたから、抑えが効かない……いいか？」

　真由は、小さく頷く。

　健斗が身体を離し、真由の脚を挟んで膝立ちになった。近くの椅子の上にジャケットとシャツを脱ぎ捨て、ベルトのバックルに指をかける。

　健斗の逞しい上体を目にして、真由は息を止めてそれに見惚れた。

「僕を信じてくれ。真由を本当の本気で好きだと言ったのは、絶対に嘘じゃない。ジュリアとは誓って何もない。彼女は、あくまでもビジネス上のパートナーだ」

　微かに頷くと同時に、健斗が真由の上に覆いかぶさってくる。ちょうどその時、ドアがノックされる音が聞こえてきた。

「誰だ？」

　健斗が眉をひそめ、入り口のほうを振り返った。

　ドアがもう一度ノックされる。

「何の間違いだ？　何も頼んだ覚えはないのに」

　健斗は真由の唇に素早くキスをし、名残惜しそうに身体を離しベッドから下りた。そして、一瞬真由の乱れた胸元に視線を這わせ、薄っすらと目を細める。

「真由、そのままちょっとだけ待ってて。真由の服を脱がすのは、僕の役目だ」

　唇に微笑みを浮かべながら、健斗が入り口のほうへ歩いていく。彼が部屋の壁の向こうに消え、続いてドアが開く音が聞こえてきた。

「健斗！　あなた、こんなところで何してるの？　まさか、もう新しく女を引っ張り込んでるんじゃないでしょうね？　油断も隙もありゃしないわ！」

　突然聞こえてきた甲高い声に驚き、真由はベッドの上で身を起こした。

「ジュリア！　どうしてここがわかった？　お前、真由に訳のわからないことを言ったそうだな。なんで僕とお前が恋人同士になるんだ！」

「だってそうなんだもの！　私はずっと健斗のそばにいたじゃない！　ずっと、もう十五年もよ！　健斗、いい加減わかってよ！　好きなの……。健斗のことが大好きなの！」

　どすんと鈍い音が響き、二人が揉み合うような音が聞こえてくる。

「ジュ……ジュリアさん……？」

　真由が胸元を掌で隠した時、ジュリアが自分を押さえ込む健斗を引きずるようにして部屋の中に入ってきた。

「こっ……このアバズレ女！　なんでまたあんたなの？　なんでここにいるのよ！　二度と近づくなって言ったはずでしょ？」

　ジュリアは激昂しながらも、真由のしどけない恰好を見とがめて顔を顰めた。

「……なに？　今そこで何をしてたの？　なによ、その恰好！　これみよがしにおっぱいなんか出してんじゃないわよ！」

　ジュリアが鬼の形相で真由のほうに近づいてこようとする。しかし、健斗に阻まれて、前に進むことができないみたいだ。

「離してよ、健斗！　そこにいるアバズレを引っ叩いてやるんだから！」

「ジュリア、いったい何を考えてるんだ！　どうして僕と真由のことに口を挟んでくるんだ？　おまえはマネージャーであって恋人じゃない。僕たちの邪魔をしないでくれ！」

「私は健斗のマネージャーであり恋人だわ！　浮気の邪魔をして何が悪いの？　私、見てたんだから！　あの日あんたたちがセックスしてるとこ、バックルームから見てたの！　一部始終ぜんぶ！」

　ジュリアは、健斗の腕の中でもがきながら、なおもまくし立てる。

「あの日、たまたま健斗を食事に誘おうと思って家に行ったの。そしたら、ちょうど健斗がそこのアバズレを店に連れ込むところだった。だから、こっそり裏口から合い鍵を使って入ったのよ。それで、ぜんぶ見ちゃった！　聞いちゃったわ！　なにがヴァージンよ！　なにがセックス・セラピーだっつーの！　私のほうが健斗のことをいっぱい想ってるわ！　あんたみたいな尻軽女とは違って、私は、ずーっと健斗一筋なの！」

「ジュリア！」

　腕の中で暴れるジュリアを、健斗が押さえつけながら軽く揺すった。

「その話はもうとっくに決着がついたはずだろ？　僕はお前とは恋人関係にはなれない。前にはっきりそう言って、お前も納得したはずだ」

　健斗にそう言われ、ジュリアは動きを止めて唇を噛む。

「ええ、そうね！　確かに一度告白してきっぱり断られた。だけど、健斗は女なんか相手にしないと思ってたから……。金持ちのマダムたちにさんざんセクハラされて、もう女はこりごりだって言ってたじゃない！　なのに、オープン前の店に若い女を引っ張り込んで、早々にセックス？　笑っちゃう……私がどんな気持ちで健斗がその子の上で腰振ってるの見ていたと思ってんのよ！」

　ジュリアがまた暴れ出し、その拍子に彼女が着ていたブラウスの前がはだけ、ジャケットが背中までずり下がった。

　それを身をよじって脱ぎ捨てると、ジュリアは前につんのめるようにして真由がいるベッドの縁に倒れ込んだ。

「ジュリア！」

　健斗がすぐに駆け寄ってきてジュリアの肩を掴む。ジュリアは、それを乱暴に振り払ったのち、真由の膝のすぐそばに手をついて顔を上げた。

「いいじゃない、やきもちくらい焼いても！　邪魔ぐらいさせなさいよ！　私、一生懸命横やりを入れたわ。取引先に頼み込んでマレーシアの出張を強行して、健斗がいない間にストーカーの真似事までしたわ。このアバズレったら、男の人を公衆の面前で叩いたのよ。そんな女のどこがいいの？　私のほうが健斗にふさわしいわ。私のどこがその女に負けてるっていうのよ！」

　ジュリアが真由と健斗を交互に見た。その顔には、なんともいえない悔しそうな表情が浮かんでいる。彼女のはだけた胸元に、真由の視線がくぎ付けになる。

　ジュリアの胸には、しっかりとした筋肉がついていた。けれど、それはどう見ても男性の胸であって、乳房ではない。

「ジュ……リアさん……？　お……男の人……」

　目を丸くしている真由を見て、ジュリアが舌打ちをする。

「ええ、そうよ！　だから何？　そんなにジロジロ見ても、男なんだからおっぱいなんかないわよ。手術受けようとも思ったけど、健斗がどう思うか気になって踏み切れないでいたの！　ふん……でも、もう好きにするわ。二度も断られたら、さすがにあきらめもついたし。あ～、もう笑っちゃう！　とんだ茶番劇だわ！」

　真由の見ている前で、ジュリアが一粒だけ涙を零した。その顔は、まるで泣き出す寸前の小さな女の子のようだ。

　真由が声をかけようとすると、ジュリアはふいに表情を硬くして頭を強く振った。バレッタで留めていた髪がほどけ、毛先が赤い唇に張りつく。

「お情けは無用！　ふん……私もう帰るわ。これ以上いたら、またあんたたちの激エロなシーンを見せつけられるだけだし！　せいぜい仲良くやってちょうだい」

　立ち上がったジュリアは、仁王立ちになって真由を上から見据えた。

「そんな目で見ないでくれる？　おあいにくさま！　私は別に傷ついたりしてないから！」

　ジュリアがくるりと背を向けて、健斗のほうに向きなおった。

「じゃ、ね。健斗。私をクビにするならすればいいわよ。あとで悔やんで追ってきても、二度と相手にしてやらないんだから。……安心して。もうあんたたちの邪魔はしない。健斗の目を覚まさせようと思って『エターナルライフ生命』の高森ってチャラいやつを囲い込んでまでいろいろと調べたけど、この子、アバズレなんかじゃなかった。むしろ、これまで健斗に言い寄ってきたどの女よりマシだってわかったから」

　ジュリアはさっさと身支度を整え、一人部屋の入り口のほうに向かう。

　途中、一度だけ真由を振り返り、ジャケットから取り出した平らな箱をベッドの上に放り投げてきた。

「それ、あんたの落とし物。健斗へのプレゼントなんでしょ？　拾っといてあげたんだから、そこは感謝してね」

　見ると、それは高森にビンタする前に買ったハンカチ入りの化粧箱だ。一連の騒動のせいで、うっかりどこかに落としてしまい、見つけられずにいたのだ。

「あ……ありがとうございます」

　真由が言うと、ジュリアは歩み去りながら右手を軽く振った。ドアの開閉音が聞こえてきて、部屋の中がシンと静まり返る。

「ハンカチ……拾ってくれてたんだ……」

　ジュリアがあの場にいたなんて、思いもよらなかった。

　なんにせよ、ジュリアは彼女なりに健斗を真剣に想っていたのだ。

「大丈夫だった？　ごめん、驚かせて」

　立ち上がった健斗が、真由をきつく抱き締めてきた。

「はい……。私なら大丈夫です……。でも、ジュリアさんは……」

「あいつなら、大丈夫だと思う。激情型だけど、ひとしきり暴れたあとは人一倍理性的になるやつだから」

　健斗は真由を抱いたままベッドに倒れ込み、そっと唇を合わせてくる。

「本当にごめん……。まさかジュリアがあんなふうになるなんて、思ってもみなくて――」

　健斗のキスが真由の顔中に降った。

　その感触を味わっているうちに、だんだんと気持ちが落ち着いてくるのを感じている。

「いいえ……。健斗さんとまた会えてよかったです……」

「僕も心からそう思うよ。真由……。好きだ……。心もそうだけど身体も真由を恋しがって収拾がつかなくなってる」

　健斗の低い声が、真由の聴覚を甘くとろけさせる。

「わ……私も……。私もですっ……。好きです、健斗さん……。あきらめようと思って頑張ってみたし、忘れようと努力したけど、無理でした。私の男性への拒否反応……。まだ治っていません。ちゃんと最後まで面倒見てください……。健斗さんのセックス・セラピー……まだ、受けられますよね？　だってまだ『ゼウス』三号店、オープン前だし――」

「真由……」

　健斗は着ているものを乱暴に脱ぎ捨て、真由の身体の上に自分の身を覆いかぶせた。

「何を言ってるんだ？　受けられないわけがないだろう？　もちろん、オープン後も、ずっとね」

「えっ……？　本当ですか？　ぁんっ！」

　唇を合わせながら真由をすっかり裸にしてしまうと、健斗は真由の身体中に掌を這わせ始める。指先の動きをキスが追いかけ、乳先を執拗に吸われた。

「――ジュリアは出会った時から本物の女性みたいに綺麗な男だった。はじめは男の恰好をしていたんだけど、美容師の資格を取ると同時に自分の好きな服を着て、好きなように生きることを選んだ」

　真由の全身にキスをしながら、健斗は話し続ける。

「ジュリアのことは好きだが、あくまでも友だちとして、だ――。有能なマネージャーだし、本当はすごくいいやつなんだ。彼女にも、いいパートナーが見つかるといいと心から思う……」

「私も、そう思います……。ぁっ……」

　キスが真由の身体の側面を通り、脚の間に留まる。そして、秘所を濡らす蜜に舌を遊ばせ、音を立てて秘裂をすすり上げた。真由はベッド上部にずり上がり、いくつも重なり合っている枕に頭をもたれさせる。

　薄っすらと閉じていた目蓋を上げると、自分の脚の間に顔をうずめている健斗が見えた。

「あっ……！　健斗さん……そ……そんなことっ……ダ……ダメぇっ……！　ああああっ！」

　舌先が蜜窟の中に浅く入り、鼻梁が勃起した花芽をコリコリと左右に嬲ってくる。

「ゃ……はずかし……。ダメっ……頭……ヘンになっちゃう……からっ――」

　健斗が、ふと顔を上げて真由と視線を合わせる。

「はずかしい？　あぁ、ちょうどいい。僕のために買ってくれたハンカチ、さっそく使わせてもらうよ」

　ベッドの隅にあった化粧箱に手を伸ばすと、健斗は中を取り出して真由の目の前に示した。

「いい柄だね。気に入ったよ、ありがとう」

「えっ……健斗さん？」

　健斗はハンカチを細く畳んで真由の目元を隠した。そして、頭の後ろで先端を結わえ、目隠しをしてくる。

「もう見えないから、はずかしくないだろ？　真由は感じることだけに集中して……。それが二回目のセックス・セラピーの目的ってとこかな。真由の身体、僕が残らず舐めてキスして、真由を気持ちよくさせてあげるよ」

　両方の乳房を掌に掴まれ、左右の先端を啄むようにキスをされる。視覚を奪われている分、聴覚や肌が敏感になったみたいだ。

　避妊具の袋を開ける小さな音が聞こえた。それを聞いた途端、心臓が痛いほど速く動き始める。

「さっきの続きをするから、もっと脚を広げてくれる？」

　真由の膝に健斗の指先がかかった。そっと外側に押されて、自然と脚が開く。

　脚を押し上げられ、膝の内側に健斗の双肩の筋肉を感じた。

「あっ……！」

　蜜窟の中に硬く尖らせた舌が差し込まれ、真由は思わず身体を仰け反らせた。それは蜜窟の入り口をくすぐり、小さく出たり入ったりしながら中を愛撫してくる。

「舌……入って……あああっ！」

　一番見られてはいけない部分を視姦され、愛撫されている。恥ずかしくて仕方がないのに、そうされていることに愉悦を感じているのも事実だ。

「そう。真由の中を舌で舐めてる。真由のここ……すごく綺麗だ。それに、ここもすごく可愛い」

「ひあっ！　あ……あぁ……。ぃやあああんっ！」

　健斗が真由の膨らみきった花芽を強く吸った。舌先で先端をタップし、押しつぶすようにこね回してくる。

　目の前に真っ白な閃光が迫り、真由の頭の中を通り抜けていった。息が止まり、身体中がぶるぶると震える。真由はシーツをきつく掴み、唇を噛んで快楽の余波を耐え忍んだ。

　大きく息をしていると、掌で乳房を揉み込まれる。先端を軽くねじられ、あられもない声を上げた。

　開いたままの脚の間に、健斗の腰を感じる。蜜窟の縁に太く硬いものをあてがわれ、真由は期待で胸がいっぱいになってしまう。

「真由の身体、綺麗なピンク色に染まってるよ。僕の愛撫を楽しんでいる証拠だ。真由の身体は、どんどん性的に開花していってる。真由は今、僕に抱かれたくてたまらない……。そうじゃないか？」

　健斗の手が、真由の柔毛をそっと掻き回した。指先が花芽の先に触れると同時に、真由の身体に熱い電流が走り抜ける。

　途端に腰が砕けたようになり、真由は身体を大きく波打たせて喘いだ。

「あんっ！　あっ……健斗さ……んっ……」

「真由……。僕に抱かれたい？　ここに、僕のものを入れてほしい？」

　彼の指が、真由の蜜窟の入り口に沈んだ。そして、小さく抽送を始めながら中をじっくりとほぐしてくる。

　まだ交わってはいないものの、焦らされているせいで頭の中が淫靡な想いでいっぱいになってしまう。

「正直な気持ちを言ってごらん、真由」

　聞こえてくる健斗の声が、やけにみだりがましい。

「い……入れてほしい……です」

　そう言い切ってしまう自分も、ありえないほどいやらしい。

「はじめて真由と会ってから、ずっと真由のことが頭から離れなかった。自分でも戸惑うくらい、真由が恋しかったよ……。マレーシアにいた時、一度真由と抱き合っている夢まで見た」

　健斗の言葉に、真由の心が震えた。

「私だって、ずっと健斗さんのことばかり考えていました。考えまいとするのに、どうしても頭に思い浮かんじゃって……。夜寝る前とか健斗さんのことを思い出して、なかなか眠れなくて……ああんっ！」

　胸の先が、硬く尖っているのがわかる。健斗の指の抽送が徐々に速くなり、聞こえてくる蜜の音が真由の耳朶を焼いた。

「真由……。真由の中に、もっと僕を刷り込んであげる。真由の中に、ずっと僕のものの記憶が残るように……。ほら、後ろ向いて腰を高く上げてごらん」

　健斗の手に誘導され、真由は目隠しをしたままの恰好で後ろを向く。

　四つん這いになった状態で背中をやんわりと押し下げられ、腰をぐっと突き出すような恰好になる。

「や……んっ……。は……ずかし……い……。わたし、今いったいどんなふうに……」

　頭に血が上り、声が途切れ途切れになってかすれた。

　ほどなくして、蜜窟の入り口に健斗の熱い塊があてがわれる。

「真由は今、最高にいやらしい恰好をしてるよ。真由の可愛いところがぜんぶ見えてる。すごく濡れてるし、もの欲しそうにひくついてる」

「そ……そんなこと、言っちゃいやぁっ……あ、ああああっ！」

　蜜窟の入り口に、健斗の切っ先が分け入った。ゆっくりとした挿入の刺激が、真由の全身を席巻する。

「ああっ……！　あんっ！　健斗さん……あっ……あああっ！」

「真由……たまらないよ、その声……」

　真由の中で健斗の屹立が硬くそり返った。彼の切っ先が、真由の中の子宮へと続く膨らみを強く圧迫する。

　中を突かれるたびに乳房が揺れ、下腹の中が新たに暴かれていく。

　小さな愉悦の波が繰り返し押し寄せ、真由は我を忘れて自分の中の快楽に意識を集中させる。

「気持ち……い……ぁんっ！　健斗さんっ……もっと……。もっと健斗さんが、ほし……ぁ、あああっ！」

　夢中になるあまり、ついそんなふしだらな台詞を吐いてしまう。

「真由……」

　名前を呼ばれ、身体を包み込まれたと思った瞬間に真っ暗なまま視界が回転する。

　目隠しを取られ、ベッドにあお向けになった姿勢で健斗と視線が合う。

「真由……すごく可愛いよ。それに、すごくセクシーだ。自分でもそう思うだろう？」

「私が……セクシー……？」

　今まで振られっぱなしだった自分が、セクシーとは程遠い存在だったことは十分わかっている。

　元カレたちは、それでも真由に触れようとしてくれていたのに、真由はそれをことごとく退けてきた。

　だけど、今ようやく好きな人と抱き合うことができている。

「真由……。もっとセラピーを進めてほしい？　僕と一緒にイク練習をしたい？」

　健斗の舌先が、真由の唇の上をくすぐる。

「し……したい、です……。健斗さんと……一緒にイ……イ……」

　さっきまで淫らに彼を求めていた。それなのに、真由は突然頬を真っ赤に染めて口ごもった。

「どうした？　急にまたはずかしくなった？　くくっ、真由は本当に可愛いな」

「ひぁ……っ！　あ、あぁ……」

　油断していた身体に、深々と屹立を挿入される。小刻みに腰を振られ、一瞬で愉悦の波に溺れた。

「すごく気持ちいいって顔してる……。その顔を見ているだけで、イキそうになるよ」

　健斗がリズミカルに腰を動かし続ける。それがだんだんと速くなり、さらに強弱をつけて真由の蜜口を責めさいなむ。

　健斗の視線が、真由の顔に固定される。じっと見つめられながら奥を突かれ、身体中が健斗でいっぱいになったような感覚になった。

　腰を腕に抱え上げられ、挿入がより一層深くなる。最奥に硬い括れを押し込まれ、中をさんざん掻き回された。

「健……斗さんっ……。イ……ちゃ……うっ……。そんなにしたら、イ……あ、ああああっ！」

　背中が持ち上がり、健斗の腕にきつく抱き締められる。

　身体が真っ白な光の中で弾け飛んだような気がした。中が繰り返し収縮する。

　いつの間にか固く閉じていた目を開けると、恍惚とした表情を浮かべた健斗の顔が見えた。その顔を見た途端、真由の蜜襞がうねりながら健斗のものを締めつけていく。

「真由っ……！」

　屹立が真由の中で力強く脈打つ。唇にキスをされ、熱い吐息を口移しされる。

「真由……好きだ……。大好きだよ……」

　健斗の脈動と甘い囁きが、真由の心と身体に深く染み込んでいく。

「健斗さん……。私も……」

　二人は繰り返しキスをしながら、お互いの気持ちをしっかりと確認し合った。

　出会ってからまだ半月しか経っていない。

　しかも、顔を合わせたのもこれがたったの二回目なのだ。

「こんな夢みたいな……ジェットコースターに乗っているような恋の始まりって、あるんですね」

　真由は健斗の胸に頭をもたれさせて、呟く。

「夢みたい？　それって、もう一度抱いてほしいってことかな？」

「えっ……？　ぁ……んっ……ん……」

　健斗の掌が、真由の目の前で乳房を揉みしだき始める。あからさまなセックスへの誘いに戸惑ったものの、真由は無言で頷いて健斗の身体に腕を巻きつかせた。
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『ゼウス』三号店がオープンして、三カ月がすぎた。

　真由は健斗と無事恋人同士になり、ジュリアとも話し合いの結果、全員納得の上で和解をした。

　いまだに健斗ラブなジュリアだから、時折真由にやきもちを焼いたり軽く嫌味を言ってきたりもする。けれど、どれも以前のような陰湿さはなく、あっけらかんと笑い飛ばせるものばかりだ。

　健斗のセックス・セラピーが功を奏したのか、真由の男性に対する拒否反応は出なくなった。

　そして今、都内の専門学校に受付として派遣されながら、同学校の美容学科に入学すべく、いろいろと準備を進めているところだ。

「じゃ、行こうか」

「はいっ」

　十月中旬の月曜日。

　真由は自宅近くの交差点で健斗と待ち合わせをしていた。

　今日は、健斗がはじめて真由の自宅を訪ねる日だ。

　目的は、近頃の度重なる朝帰りの釈明と、二人の交際を家族に認めてもらうこと。

　真由が家を出る時、祖父はすでに居間に置かれた座卓の前に陣取り、いつになく難しい表情を浮かべていた。

「うちの祖父、頑固で石頭なんです。昔堅気の人だし、もしかして健斗さんに失礼な態度をとるんじゃないかと心配しているんですけど……」

　健斗との出会いに関する話が、どこでどう漏れたのか祖父の耳に入っていることがわかった。しかも、会ってすぐに関係を持ったことまで。

　おそらく浅香家女性陣が集まって繰り広げていた初体験に関するガールズトークを盗み聞きしていたのだろう。そんなこともあって真由が心配そうな顔をすると、健斗はにっこりと微笑んで首を振った。

「真由は本当に大事にされているんだな。すごくいいご家族だと思うよ。大丈夫。きちんと話をして、理解してもらえるよう頑張るから」

　自宅に到着すると、玄関先で母親が迎えてくれた。すぐに居間に赴き、床の間の掛け軸を背にデンと座っている祖父に健斗を紹介する。

「はじめまして。雑賀健斗と申します。本日は、お時間をいただきどうもありがとうございます」

　健斗は祖父をはじめとする浅香家の全員と目を合わせ、お辞儀をする。

「まぁまぁ、わざわざお越しいただいて……。こちらこそお礼を言わなくては……。ねぇ、お父さん」

　事前に健斗のことを聞いていたにもかかわらず、母親は彼の美男ぶりに驚きを隠せない。隣にいる父親はにこやかに頷いて同意し、祖父一人だけが「うむ」と言ったきり口をへの字に曲げて渋い顔をしている。

「健斗さん、うちの家族です――」

　ひとしきり双方の紹介を済ませると、真由は健斗の隣にかしこまった。二人は、テーブルを挟んで浅香家の面々と対峙している。

　家族は、あらかじめ打ち合わせでもしているのか、皆黙りこくって祖父のほうをチラチラと窺っている。沈黙に耐えかねた母親が、健斗の手土産を持って台所に逃げ込む。祖母と曾祖母は、ゆったりと微笑んだ顔で健斗の顔を眺め、父親はほとんど空気と化している。

「うぉっほん！」

　おもむろに咳ばらいをすると、祖父がしかめっ面のまま口を開く。

「で、君はうちの真由をどうしようというんだね？　真由は君と知り合ってから、すっかり不良になってしまった。門限は破るし、朝帰りはするし……。はぁ……」

　祖父が大げさにため息を漏らした。

「いえ、真由は一応外泊の許可をとって――」

　母親が口を挟むも、祖父は都合よく聞こえないふりを決め込む。

「それで、今日はここに何を言いに来たんだね？　真由の髪型を今のようにしたのは君かね？　真由はうちの大事な一人娘だ。中途半端な気持ちでかかわるのはやめてもらいたい」

　次々と繰り出される質問を聞いていた健斗は、祖父の攻勢にひるむことなく落ち着いた態度で応答する。

「真由さんとは、真剣にお付き合いをさせていただいております。決して浮ついた気持ちではありません。真由さんの髪を今のような形にしたのは僕です。今日ここにお邪魔させていただいたのは、ご家族の方々に真由さんと結婚を前提にお付き合いをすることをお許しいただこうと思ったからです」

　きっぱりとした健斗の物言いに、真由は嬉しさのあまり頬を紅潮させる。

　これまで何度となく気持ちを確かめ合ってきたけれど、いまだ夢心地でいる真由だ。こうして家族という第三者を前に将来を語ってもらったことで、二人の関係がより一層現実味を帯びた。

「それならば、余計慎重に交際をすべきだろう。うちは代々理容店をやっておる。美容院なんてチャラチャラした店を経営しているそうだが、女性関係は大丈夫なのかね？　結婚を前提に、という言葉を伝家の宝刀にしているだけではないのか？」

　祖父が座卓をドンと拳で叩く。

「それに、出会ってその日のうちに真由と関係を持つとは何事だ！　君はいつもそんなことをしておるのかね？　そんな男がうちの真由を幸せにできるのか？　浮気して真由を泣かせるようなことがあれば、この日本刀が黙っておらんぞ！」

　祖父は、いきなり立ち上がり、床の間に飾ってある日本刀を手にした。

「真由さんとその日のうちに関係を持った件については、申し開きできません。ですが、僕は決して真由さんを悲しませたりしません。それだけは約束します」

　荒ぶる祖父を前にしても、健斗は一向にひるまない。

「口ではなんとでもいえるだろう！　だいたい理容師ならともかく、美容師なんか――」

「ええい、だまらっしゃい！」

　それまで座卓の端に座っていた曾祖母が、突然大声を出した。

　祖父が、ぎょっとした顔で曾祖母のほうを振り返り、そのまま石のように動かなくなる。

「さっきから聞いていたら、なんですか。偉そうにグダグダと御託ごたくばかり並べて、自分はどうなの？　あんた若い頃さんざん遊び歩いて私とおじいさんに迷惑をかけたこと、忘れたのかい？」

「え？　えっと、その……」

「言い訳をするんじゃないっ！　チャラチャラしてるのは昔のあんただろうに！　だいたい自分はさんざん好き勝手しといて、真由にガミガミうるさくするなんて、どういうつもりだい。貞節を守れと教えるのはいいが、真由はもう子供じゃない。立派な大人の女なんだよ」

　普段無口で穏やかな曾祖母が激昂する姿は、真由も目を剥いて驚くほどの迫力がある。

　曾祖母は隣に座る祖母の肩に手を置く。

「それに、あんただって見合いしてその日のうちに嫁と婚前交渉したよねぇ？　あんたの息子だって、理容学校で嫁を見初めて、夜には同じ布団で寝たらしいじゃないの。死んだおじいさんだってそうだったよ。理容師の会合で私と出会ってすぐ子供を作ったりして――」

　曾祖母のおしゃべりは止まらない。

　真由を除く女性陣は、すでに知っていたようで平然とした様子で話を聞き続けている。

「浅香家の男たちは、代々手が早いんだよ。だけど、皆ちゃんと責任とって結婚しているし、浮気ひとつせずに幸せな家庭生活を営んでる。それとも、あんた、嫁に隠れて浮気でもしてるって言うのかい？」

　曾祖母に問われ、祖父はあわてて首を横に振った。

「め、めっそうもない！　わしは、浮気だけはしてませんよ！」

　小柄な曾祖母を前に、祖父はすっかり委縮してしまっている。

「だろう？　身体の縁を持つのが早かったからって、それがなんだい。好いた者同士が乳繰り合って何が悪い？　出会ったその日に結ばれるなんて、よっぽどだよ。老いぼれは、もうこれ以上余計な口を挟むんじゃない。きっと、健斗さんも真由を幸せにしてくれるよ」

　そう言い切ると、曾祖母は落ち着いた様子で、ゆったりとお茶をすする。

　祖父は祖母の剣幕にすっかり毒気を抜かれたようで、それまでとは打って変わって大人しくなってしまった。

「さ、健斗さんが持ってきてくれたお菓子でもいただきましょう」

　母親が言い、それぞれが切り分けた羊羹に手を伸ばした。

　曾祖母は言いたいことを言い終え、またもとのように座卓の端にちんまりと座っている。

「ああ、今日はなんていい日でしょうねぇ」

　祖母が朗らかな声でそう言うと、祖父は曖昧に微笑んで頷く。

　その後、健斗との顔合わせは滞りなく終わり、真由と健斗は無事家族公認の恋人同士になったのだった。










　その日の夜、真由は浅香家全員に見送られて健斗の家に向かった。そして今、すっかりくつろいだ恰好で二人してベッドに横たわっている。

「今夜は何の遠慮もなく真由と夜をすごせる……。それにしても、真由のひいおばあさんには助けられたよ」

「ほんとに……。でも、びっくりしました。曾祖母があんなに大声出すところ、はじめてみたかも……。今まで祖父が浅香家の最高権力者だと思ってましたけど、そうじゃなかったんですね」

「たぶんね」

「ひぁ……っ、け……健斗さん……！」

　健斗が背後から真由を抱き寄せ、ネグリジェの裾をたくし上げる。スケ感の強いそれは、健斗が真由の自宅を出る間際に、曾祖母から手渡された二人への贈り物だ。

　リボンとフリルが多用されているそれは、かなりデザインが古めかしい。はっきり言ってダサいし、昭和臭がぷんぷんする。しかし、むしろそれが健斗のツボにはまってしまったみたいだ。

「真由、すごく色っぽいよ。このまま抱いていい？　今から七十七回目のセラピーを始めよう。真由にはまだまだ教えたいことがたくさんあるんだ」

「は……はいっ……。よろしくお願いします……」

　健斗のセックス・セラピーは続く。

　お互い、もうとっくにそれが必要ないことはわかっている。だけど、二人とも永遠にそのことを指摘するつもりなんかないのだった。
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